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ご挨拶�
�

�

法政大学ソーシャル・イノベーションセンター（���）は、多摩キャンパスが立地する町田市、

八王子市、相模原市といった周辺地域の社会課題の解決にチャレンジすることを目的として

います。���� 年度に開設した多摩地域交流センター（����）を発展的に改組し、多摩キャ

ンパスのボランティアセンターも統合することで、���� 年度に新設しました。���� の ��

年間の歴史の中で、学生たちは周辺地域との交流を深め、周辺地域の方々とともに、市街地・

ニュータウン地域、および農村・中山間地域における様々なフィールドで社会課題の解決にチ

ャレンジしてきました。団地や商店街の活性化、地域コミュニティの再生、災害対策、伝統文化

の継承、耕作放棄地の有効活用、サーキュラーエコノミーの実践等、一部のプロジェクトでは

目に見える成果にも結びついています。��� ではこうした活動を引き継ぎ、周辺地域の方々

との交流をより一層深めながら、企業や行政とも連携を図りつつ、「社会課題解決のための仕

組みづくり」に取り組んでいきたいと考えています。�

�

��� のビジョンは、「社会課題を解決するための革新的な仕組みをつくり続ける中心的な

拠点になること」であり、具体的なミッションとしては、１）ソーシャル・イノベーションマインド

を醸成し、実践に結び付けるための人材育成・輩出、２）ソーシャル・イノベーションに関する研

究の推進、３）ソーシャル・イノベーションのためのトライセクター連携の推進を行うことを掲げ

ています。また、多摩キャンパスは文系学部が主体であるために、技術的なシーズ起点でなく、

社会課題を起点としたソーシャル・イノベーションを目指しています。まだ緒に就いたばかりで

すが、こうした理念を実現すべく邁進していきたいと思います。�

�

なお、当センターは本学教職員で構成される｢ソーシャル・イノベーションセンター運営委員

会（センター長、副センター長含む）」によって運営され、日常業務はコーディネーター、本学職

員、および学生スタッフが担当しております。また、専門領域を有した連携研究員も所属して

います。����年度の運営体制は次頁の通りです。�

�

当センターの取組に関心のある方は、どなたでもお気軽にお問い合わせ、お立ち寄りくだ

さい。周辺地域、企業、行政の方々には引き続きご支援頂ければ幸甚です。何卒よろしくお願

い申し上げます。�

�

�

����年 �月�

�

�

法政大学ソーシャル・イノベーションセンター長�

糸久�正人（社会学部准教授）�
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����年度 ���運営体制�
（����年 �月時点）�

�

センター長� � 糸久� 正人（社会学部准教授）�

副センター長�� 図司� 直也（現代福祉学部教授）�

運営委員� � 中谷� 安男（経済学部教授）�

� � � 樋口� 明彦（社会学部教授）�

� � � 島本� 美保子（社会学部教授）�

� � � 野田� 岳仁（現代福祉学部准教授）�

� � � 高見� 京太（スポーツ健康学部教授）�

�

連携研究員� � 杉浦� 未樹（経済学部教授）�

田中� 優希（経済学部教授）�

� � � 谷本� 有美子（社会学部准教授）�

� � � 土肥� 将敦（現代福祉学部教授）�

� � � 千葉� 岳志（日本郵政株式会社�スポーツ＆コミュニケーション部部長）�

� � � 木暮� 美菜（淑徳大学地域創生学部助教）�

�

�

コーディネーター� 本野� 直子�

事務局� � 多摩事務部多摩事務課学務担当�

�

�

��� 学生スタッフ（学年・��音順）�

����年度代表� 花岡� 純光（現代福祉学部�年生）�

� � 年生� 廣海� 夏帆（社会学部）�

山下� 友梨子（現代福祉学部）�

� � 年生� 小田� 馨太（社会学部）�

花岡� 蒼士（社会学部）�

� � 年生� 有賀� 翼（現代福祉学部）�

� � � 島袋� 光弥（社会学部）�

� � 年生�� 寺田� 光希（現代福祉学部）�

� � � 南光� 開斗（現代福祉学部）�

�

�

�
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����から ���へ�
�

�
法政大学多摩キャンパスは、���� 年の開設以来「地域社会と大学の共生」、「地域に開か

れた大学」を標榜してまいりましたが、�����年 ��月、地域と大学の交流・連携を深め、強め

るために、「多摩地域交流センター（����）」を開設しました。�

�

同センターではその後 �� 年で、都市部や農村・山間部における様々な社会課題の解決に

チャレンジし、団地や商店街の活性化、地域コミュニティの再生、災害対策、伝統文化の継承、

耕作放棄地の有効活用、サーキュラーエコノミーの実現化等を通して、数多くの学生が学び、

成長し、活動も目に見える成果に結びつき始めました。�

�

���� 年 � 月、多摩地域交流センター開設 �� 年の節目を迎え、社会課題解決を目指す

「法政大学ソーシャル・イノベーションセンター（���）」を開設しました。この場には既存の多摩

地域交流センター、多摩ボランティアセンターの機能を内包しています。�

�

多摩地域交流センター（����）の ��年間については、本冊子巻末に概要を掲載していま

すので、どうぞお読みください。�
�

 

  

����年

法政大学
多摩キャンパス
開設

����年
多摩ボランティア
センター開設

����年

多摩地域交流
センター開設

����年

法政大学
ソーシャル・イノベ
ーションセンター
（���）開設
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���の概要�
�

�
多摩キャンパスは、郊外型のベッドタウンが広がる市街地エリアと、古くからの自然・伝統の

残る農山村エリアの中間に位置し、キャンパスに通う中で日常的に様々な特徴を持った環境

に触れることができ、全国のあらゆる社会課題を考える基本となる、数々の事例に接するこ

とができます。��� では、この環境を最大限に生かし、「多摩キャンパス」「周辺地域」「法政ス

ポーツ」のイノベーションに取り組みます。�

�

�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

�

�

��� の特徴�
��� の特徴は、多摩地域交流センターで取り組んできた、近隣地域における学生主体の多

様な連携事業を中核とするコミュニティ・ベース、スチューデント・ベースの場であることです。

今後はその特徴をさらに強化しつつ、以下の取り組みを進めます。�

�

・ 大学における教育活動との接続を順次強化していくことで、地域・社会におけるソーシャ
ル・イノベーションを立ち上げ、担える人材育成に積極的に取り組みます。�

・ トライセクター（大学・地域・外部の営利および非営利団体）連携を強化し、学生・教職員が
多様な主体とソーシャル・イノベーションを生み出し、社会課題を解決に導く事業を育成、

支援します。�

・ 学内外から多様なゲストを招き、��� の事業を語り合う＜����＞活動をはじめ、多様な
公開イベントに積極的に取り組み、キャンパス内外に、さらに豊富な知見・情報・人のネット

ワークを創出していきます。�

�

�

�

�



  

� 
 

 

��� のミッション�
法政大学ソーシャル・イノベーションセンターは、社会課題解決を、個人の利益のみならず社

会全体の価値の創出を目指して、既存の解決策に比して、より効率良く、持続可能で、より高

い効果をもたらす包摂的で公正な新しい解決方法で実現する「ソーシャル・イノベーション」を

推進するために、以下を目的とします。�
�

（１） ソーシャル・イノベーションを実践しようとする「ソーシャル・イノベーション・マインド」の

醸成、ソーシャル・イノベーションを実践する人材の育成・輩出を行うこと。�

（２） ソーシャル・イノベーションに関する事業や研究活動の支援を行うこと。�

（３） ソーシャル・イノベーションのためのトライセクター（大学・地域・外部の営利および非営

利団体）との連携の推進を図ること。�

（４） 多摩キャンパスの活性化を図ること。�

�

�

��� 事業の�本柱�

�

�
�
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つくり続ける～����������～��
�

�

ソーシャル・イノベーションセンター（���）は、学生・教職員・学外の多様な主

体が出会い・交わり・協力して、この場を「多摩キャンパスの顔」としてつくり続

けることもミッションとしています。�
�

■��� 多摩産材プロジェクト�
��� 開設にあたり取り組んだの

は、��� の活動拠点に、多摩産材を

用いたオリジナル什器をデザイン、

製作、活用する「多摩産材プロジェ

クト」です。�

本プロジェクトは、ソーシャル・イ

ノベーション事業のモデル事例と位

置づけ、「地産地消」「サーキュラー

エコノミー」といった多摩地域にお

ける社会課題に着目しました。�

そのため、多摩地域の木材を活

用すべく、東京都檜原村産のスギ、

ヒノキを利用した什器とし、製作に

あたっては多摩産材の取り扱いに

長けている関連業者に制作を依頼し、社会の作り手たちとの学外協働を生み出しました。�

また、コンセプトやデザインについては、��� の教職員・学生スタッフの他に、デザイン工学

部建築学科小堀哲夫研究室がゼミ活動の一環として制作活動に入り、学部・キャンパスを横

断した、教職員×学生による学内協働を生み出しました。�

�

こうして、本学が目指す文字通りの「実践知教育」を体現していき、その結果、���� 年 ��

月には、���� 年度自由を生き抜く実践知大賞において、「持続可能なデザイン賞」を受賞し

ました。�

�

�

�

�

表彰式の様子：� � � � � � � � � � � � 本プロジェクトの紹介動画：�

�

�

什器完成・納品までのプロセスをご紹介します。�
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つくり続ける～����������～��
�

�

ソーシャル・イノベーションセンター（���）は、学生・教職員・学外の多様な主

体が出会い・交わり・協力して、この場を「多摩キャンパスの顔」としてつくり続

けることもミッションとしています。�
�

■��� 多摩産材プロジェクト�
��� 開設にあたり取り組んだの

は、��� の活動拠点に、多摩産材を

用いたオリジナル什器をデザイン、

製作、活用する「多摩産材プロジェ

クト」です。�

本プロジェクトは、ソーシャル・イ

ノベーション事業のモデル事例と位

置づけ、「地産地消」「サーキュラー

エコノミー」といった多摩地域にお

ける社会課題に着目しました。�

そのため、多摩地域の木材を活

用すべく、東京都檜原村産のスギ、

ヒノキを利用した什器とし、製作に

あたっては多摩産材の取り扱いに

長けている関連業者に制作を依頼し、社会の作り手たちとの学外協働を生み出しました。�

また、コンセプトやデザインについては、��� の教職員・学生スタッフの他に、デザイン工学

部建築学科小堀哲夫研究室がゼミ活動の一環として制作活動に入り、学部・キャンパスを横

断した、教職員×学生による学内協働を生み出しました。�
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学ぶ～�����～�
�

�

多摩地域の課題に触れたり、社会全般の様々な課題の解決を考えている授

業やプログラムを通じて、ソーシャル・イノベーションの考え方を学んでいきま

す。�
�

■���関連科目群�
多摩地域形成論�
多摩キャンパスの �学部の学生が履修できる共通科目です。多摩キャンパス版の「法政学」

として、多摩キャンパスを取り巻く地域社会（歴史・文化・経済・社会環境、そこに暮らす人たち）

から、多摩の現状や課題を考えていきます。また、��� の紹介や活用方法についても、講義内

で説明されます。�

�

�

��� 関連科目�����年度��
���� 年度より、ソーシャル・イノベーションに関連する科目について、「��� 関連科目」と

して多摩キャンパスの学部生が受講できる仕組みを開始しています。所属学部の専門科目以

外にも受講できる制度です。�

�

＜����年度 ���関連科目＞�

ソーシャルイノベーション論� 現代福祉学部�

コミュニティビジネス論� � 現代福祉学部�

ローカルイノベーション論�� 現代福祉学部�

社会・イノベーション論Ⅰ�� 社会学部�

コミュニティ・デザイン論Ⅰ� 社会学部�

日本経済論Ａ� � � 経済学部�

日本経済論Ｂ� � � 経済学部�

�

�

��� 共催公開授業�����年度���
・ 現代福祉学部「ソーシャルイノベーション論」公開授業�
ゲスト：宮本�萌子氏（ライフイズテック株式会社）�

・ 社会学部「環境経済学Ⅰ」公開授業�
～環境を真剣に考える�企業とエシカル就活～�

ゲスト：半井�翔汰氏（株式会社 ����������事業統括）�

・ 現代福祉学部「コミュニティビジネス論」公開授業�
「������������� の創業と自分力、コミュニティ、�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � そして広がる輪」�

ゲスト：マイリケ�加奈子氏（���������������������）�

�

�

�

�
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■���教育プログラム�
多摩地域の課題にあらゆる切り口から触れることで、新たなプロジェクトを起こしたり、起

業を目指す学生の入口として、様々な企画を開催・充実させていきます。ベース作りとなる基

礎的なカリキュラムの整備に加えて、多摩キャンパスをはじめとする法政����の社会的起

業の先輩たちとともに、実践的な学びと成長の機会となるようなプログラム構築を進めて行

く予定です。�

�

�

多摩ソーシャルイノベーションラボ（����年度）�
���� 年 �� 月に「多摩ソーシャルイノベーションラボ」と

銘打ち、�回のイベント企画を行いました。�

「社会や地域の課題に対して何かできないか？」「自分でや

ってみたいプロジェクトがあるけど、どうしたらいいんだろ

う？」という想いを持っている学生と、多摩キャンパスの教

員だけでなく、学外の皆さんの協力も頂きながら、一緒にア

クションを起こしていこうという新たな試みです。�

�

�

�

�

�

�

チェンジメーカーズ�ラボ����多摩（通称：たまらぼ）�����年度��
�

地域や社会の課題が複雑化・多様化して

いく中、創造的なアイディアや行動で、現状

を変えていく「������������チェンジ

メーカー�」が、今まさに求められています。�

法政大学学生を対象にした、���初の試

みとなる ���日間のプログラムを����

年度秋学期より開始しました。�

�

プログラム：�

�

�

プログラムの特徴�

① 同世代コミュニティと専門家によるバックアップ�
起業やチェンジメーカーになることを目指す法政大学を中心

とした同世代の仲間が集い、相互に刺激を与え合いながら、課

題解決への道筋を探ります。また、��� だけでなく、社会起業家

を目指す若者支援に取り組む ��� 法人 �����の協力を受け、

皆さんのプロジェクトの加速を全面バックアップします。�

�

�
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② 講座やフィールドワーク、メンタリングなどからなるプログラム�
プログラム参加を通じて、皆さんのプロジェクトが磨かれていきます。学んだ知識をもとに、

プロジェクトを持続可能にしていくためのビジネスモデル構築や、リソース調達について学ぶ

チャンスです。�

�

�

「起業」に向けて一歩を踏み出しはじめた学生たちの取組テーマ�
・ 昆虫食の可能性�
・ 伝統文化×メンタルヘルス�
・ 空き家から始まる新たな価値�
・ 駅と大学をつなぐ�拠点移動システム�
・ 飲食店のエンパワメント�
・ 承認欲求とどう向き合うか�

�

�

�

�

�

�

優秀な活動に対しては大学からの支援金も！�
「たまらぼ」の最終回は、����� 創業ステーション

����／����������������� を会場に、最終発表

会となる��������を３月５日に開催します。�

チャレンジした学生たちの発表を受け、優秀チーム

に対しては、大学より奨励金が支給されます。厳正な

審査を実施するため、当日は以下の方々に審査をご

協力頂きます。�

・ 秋元�祥治氏�
（株式会社やろまい� 代表取締役）�

・ 北池�智一郎氏�
（株式会社タウンキッチン� 代表取締役）�

・ 森林�育代氏�
（株式会社シーズプレイス� 代表取締役�

������������������������ コンシェルジュ）�

�

�

�

�

�

�

��������開催お知らせ：� � � � � � �

�

�

�

�



  

 
 

 

実践する～����～�
�

プロジェクトの企画・実行を通じソーシャル・イノベーションを実践する研究や

ゼミ、サークルや個人での活動のうち、「多摩キャンパス」「周辺地域」「法政スポ

ーツ」のイノベーションに関わる実践的な活動を登録すると、様々な支援を受け

ることができます（学生主体のプロジェクトには助成金制度あり）。テーマはそ

れぞれの関心に応じ、多種多様な切り口から取り組むことができます。�

�

�

■学生主体のイノベーションプロジェクト（����年度）�

�
�
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�

�

�

�

  

�� 
 

 

② 講座やフィールドワーク、メンタリングなどからなるプログラム�
プログラム参加を通じて、皆さんのプロジェクトが磨かれていきます。学んだ知識をもとに、

プロジェクトを持続可能にしていくためのビジネスモデル構築や、リソース調達について学ぶ

チャンスです。�

�

�

「起業」に向けて一歩を踏み出しはじめた学生たちの取組テーマ�
・ 昆虫食の可能性�
・ 伝統文化×メンタルヘルス�
・ 空き家から始まる新たな価値�
・ 駅と大学をつなぐ�拠点移動システム�
・ 飲食店のエンパワメント�
・ 承認欲求とどう向き合うか�

�

�

�

�

�

�

優秀な活動に対しては大学からの支援金も！�
「たまらぼ」の最終回は、����� 創業ステーション

����／����������������� を会場に、最終発表

会となる��������を３月５日に開催します。�

チャレンジした学生たちの発表を受け、優秀チーム

に対しては、大学より奨励金が支給されます。厳正な

審査を実施するため、当日は以下の方々に審査をご

協力頂きます。�

・ 秋元�祥治氏�
（株式会社やろまい� 代表取締役）�

・ 北池�智一郎氏�
（株式会社タウンキッチン� 代表取締役）�

・ 森林�育代氏�
（株式会社シーズプレイス� 代表取締役�

������������������������ コンシェルジュ）�

�

�

�

�

�

�

��������開催お知らせ：� � � � � � �

�

�

�

�



  

 
 

 

学生主体のイノベーションプロジェクト・����年度活動概要①

�

���� から加工���

��� たまぼら・相模原市緑区藤野

藤野やまなみプロジェクト

活動内容
藤野やまなみプロジェクトは
相模原市緑区を拠点とし
自然共生社会の実現を目指して
います。

芝桜が咲く憩いの場
活動の魅力

写真１

牧野元気創生会の皆さんと
やまなみ公園の整備を行ったり
自然にまつわるイベントの
お手伝いをしたりしています。

緑豊かなコミュニティガーデン
の中で活動することを通じて
地域の人の温かさに触れられる
ことが最大の魅力です。

活動後に公園と隣接する
やまなみ温泉に入ったり
お昼ご飯を食べたりすることも
魅力の一つとなっています。

��� たまぼら・町田市相原町

ゆうやけプロジェクト

活動内容
【高齢者向けの活動】
コミュニケーションを第一に
スマホの基本操作を高齢者の方
に教えます！

近場で多世代交流
活動の魅力

【子ども向けの活動】
放課後に小学校で子どもたちと
遊んだり、
学習支援をしたりしています。
また、地域食堂も開催します！

ゆうやけプロジェクトの活動の
魅力は、多摩キャンパスの近場
で多世代交流ができることです。
上記以外にもいろいろな種類の
活動をしているため

多くの人の興味にあった活動が
きっと見つかるはずです！
授業後にボランティア活動に
参加したい方にも
お勧めできます！

��� たまぼら・相模原市緑区佐野川

佐野川プロジェクト

活動内容
高齢で耕作ができなくなった方
の畑をお借りして茶畑の整備を
行っています。
また、茶畑の整備活動に掛かる

お茶で味わい豊かな経験を‼
活動の魅力

資金を賄うために
茶葉を収穫・加工して
商品として学内イベントや
大学近隣地域で販売しています。

茶畑の整備、茶葉の収穫・加工
し、商品化して売るという
一連の工程を体験できます。

茶畑の整備活動は大変ですが
商品完成時の喜びはひとしお！
里山の大自然の中の作業で
貴重な経験を積みませんか。

��� たまぼら・八王子市館町

館ヶ丘プロジェクト

活動内容
多摩キャンパスから北に約���
の所にある「館ヶ丘団地」にて
住民の生活のお手伝いをしてい
ます。

新たな繋がりと成長の場
活動の魅力

地域食堂「キッチンさくら」の
お手伝いや自転車に住民を
乗せて移動のお手伝いをする
自転車タクシーをしています。

大学から非常に近いエリアで
活動するため、比較的簡単に
住民と会えます！
会う回数が増えると自然と
会話が弾んだり

名前を覚えて下さったりして
他の場所では味わえない密な
コミュニケーションをとる
ことができます。



  

 
 

 

学生主体のイノベーションプロジェクト・����年度活動概要②

�

���� から加工���

  

 
 

 

学生主体のイノベーションプロジェクト・����年度活動概要①

�

���� から加工���

SIC ホーセーイノベーションクラブ

Team Ethical
活動内容
多摩地域で採れた食材を使った
地産地消のメニューを考案・
提供したり、キャンパス内で
八百屋さんを開いたりすることで

活動の魅力

学生が多摩地域の豊富な食材に
触れることが出来る場を
提供しています。

自分達がイチから企画した
イベントで成功を実感できた時
特に達成感を感じられます。
企画者側に入ることで

フードストーリーをより深く
理解することができ
今まで気づかなかった
食の背景に出会えます。

多摩キャン「食」改革

SIC ホーセーイノベーションクラブ

Team Fashion
活動内容
私たちは、「多摩キャンパスだ
からこそできる伸び伸びとした
ファッションの楽しみ方」を
見つけ、実践しています。
円形芝生での古着交換会、

多摩キャンで
好きなファッションを、好きなだけ。
活動の魅力
何よりも、「おしゃれ」とは
かけ離れたイメージを
持たれる多摩キャンパスで
かつては行われたことがないで

あろうイベント作りに
チャレンジできるところです。
自然と学生が集まってきてくれ
る感覚がとても楽しいです。

多摩キャンパスの自然を
生かしたファッションショー、
地域における属性を超えた交流
など、様々なことに取り組んで
います。

��� ホーセーイノベーションクラブ

����������������
活動内容
最近新たにできたチームで
現在は本格的な活動に向けて
週１回のミーティングを
行っています。

ここから始まる自分イノベーション

活動の魅力

今後は学生による自発的な情報
交換や意見交換の場として
学内にコミュニティスペースを
作っていきます！

最近発足したばかりのチームで
イチから自分たちの手で
より良い大学をつくる事を目的
に活動しています。

何もない状態からのスタートで
人数も少ないですが
その分とてもやりがいを
感じられることが魅力です♪

��� わくわくほうせい����

活動内容
わくわくほうせい！では多摩
キャンパスの近くの子供たちを
キャンパスに招待し、様々な
実験やイベントを行います。

活動の魅力

イベント内容
①�割れないシャボン玉
②�折り紙を使う実験
③�象の歯磨き粉

私たちが準備した実験を子供た
ちと一緒に進みながら子供たち
がイベントを楽しんでくれる
姿を見ることができます。

イベントの最後のところで子供
たちから深い質問を聞かれ、
皆さんが楽しんでくれたと感じ、
やりがいを感じました。

子供たちに豊かな経験を

  

 
 

 

学生主体のイノベーションプロジェクト・����年度活動概要①

�

���� から加工���

��� たまぼら・相模原市緑区藤野

藤野やまなみプロジェクト

活動内容
藤野やまなみプロジェクトは
相模原市緑区を拠点とし
自然共生社会の実現を目指して
います。

芝桜が咲く憩いの場
活動の魅力

写真１

牧野元気創生会の皆さんと
やまなみ公園の整備を行ったり
自然にまつわるイベントの
お手伝いをしたりしています。

緑豊かなコミュニティガーデン
の中で活動することを通じて
地域の人の温かさに触れられる
ことが最大の魅力です。

活動後に公園と隣接する
やまなみ温泉に入ったり
お昼ご飯を食べたりすることも
魅力の一つとなっています。

��� たまぼら・町田市相原町

ゆうやけプロジェクト

活動内容
【高齢者向けの活動】
コミュニケーションを第一に
スマホの基本操作を高齢者の方
に教えます！

近場で多世代交流
活動の魅力

【子ども向けの活動】
放課後に小学校で子どもたちと
遊んだり、
学習支援をしたりしています。
また、地域食堂も開催します！

ゆうやけプロジェクトの活動の
魅力は、多摩キャンパスの近場
で多世代交流ができることです。
上記以外にもいろいろな種類の
活動をしているため

多くの人の興味にあった活動が
きっと見つかるはずです！
授業後にボランティア活動に
参加したい方にも
お勧めできます！

��� たまぼら・相模原市緑区佐野川

佐野川プロジェクト

活動内容
高齢で耕作ができなくなった方
の畑をお借りして茶畑の整備を
行っています。
また、茶畑の整備活動に掛かる

お茶で味わい豊かな経験を‼
活動の魅力

資金を賄うために
茶葉を収穫・加工して
商品として学内イベントや
大学近隣地域で販売しています。

茶畑の整備、茶葉の収穫・加工
し、商品化して売るという
一連の工程を体験できます。

茶畑の整備活動は大変ですが
商品完成時の喜びはひとしお！
里山の大自然の中の作業で
貴重な経験を積みませんか。

��� たまぼら・八王子市館町

館ヶ丘プロジェクト

活動内容
多摩キャンパスから北に約���
の所にある「館ヶ丘団地」にて
住民の生活のお手伝いをしてい
ます。

新たな繋がりと成長の場
活動の魅力

地域食堂「キッチンさくら」の
お手伝いや自転車に住民を
乗せて移動のお手伝いをする
自転車タクシーをしています。

大学から非常に近いエリアで
活動するため、比較的簡単に
住民と会えます！
会う回数が増えると自然と
会話が弾んだり

名前を覚えて下さったりして
他の場所では味わえない密な
コミュニケーションをとる
ことができます。



  

 
 

 

学生主体のイノベーションプロジェクト・����年度活動概要③

�

���� から加工���

SIC
活動内容
@団地は大学のすぐ近くにある
「寺田団地」を中心に活動して
います。主な活動日は土曜日で、
事前に企画を考えて

多世帯交流＆多世代交流
活動の魅力

子どもたちと遊んだり、お年寄
りの方と交流したりします。
他にカフェのお手伝いや
イベントの開催もしています。

私たちは多世代との交流と寺田
団地全体の活性化を目標として
います。まだ試行錯誤中ですが
どうしたら良いか考えることも

充実感があります。
また、何よりメンバーの仲が
良くアットホームな雰囲気も
魅力の一つです。

八王子市寺田団地

寺田団地活性化プロジェクト
（＠団地）

��� 相模原市城山

しろやまふれんず
活動内容
「しろやまふれんず」は
今年の４月に設立した新しい
プロジェクトです。活動エリア
は相模原市の城山地域で

小学生と城山の魅力発信！
活動の魅力

大学から歩いていける里山です。
地域の小学校との交流
ツーリズム企画、夏祭りの運営
に携わっています。

このプロジェクトの魅力は
なんといっても活動の“伸びし
ろ”です！これまで築き上げて
きた「つながり」を生かして

新たな活動に取り組んでいます。
城山地域の方々との新たな
「つながり」が広がっていく
楽しさを実感できます。

SIC 馬と共に作る地域社会

活動内容
私たちのプロジェクトでは、
馬の魅力を広げ、城山地区を
盛り上げることを目標に
活動しています！

馬と触れ合う素敵な時間
活動の魅力

メインの活動は相原幼稚園との
ふれあいですが、
ご要望があれば文化祭や出張も
行っています！

私たちのプロジェクトの魅力は
何といっても馬に触れることが
出来るということです。
普段あまり見る機会のない

馬たちを真近で見るだけでなく、
馬の生態を学んだり、
餌やり体験をして馬を楽しく
学べます！

��� ソーシャル・イノベーションセンター

学生スタッフ

活動内容
私たちは、主にソーシャル・
イノベーションセンター�����
の運営を行っています。
具体的には学生目線での企画
運営を行い

ソーシャル・イノベーション
センターの架け橋

活動の魅力

人と人との繋がりを広げる
ために活動しています。
たくさんの人が���と関わりを
持ってもらえればと思います。

���自体がアットホームで学生は
学部・学年で分け隔てなく
自主性や向上心があるので
相乗効果を生み出せる力が
あります！

そのため、 学生スタッフでは
さまざまな人との関わりを
持てるので自分の興味関心を
深めたい、新しいことを
始めたい人にオススメです！！
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学生主体のイノベーションプロジェクト・����年度活動概要④�
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�

学生主体のイノベーションプロジェクト・����年度活動実績 
������������：コスメアートイベント�
� 月 �� 日、多摩キャンパス円形芝生広場を会場

に、「������������」によるコスメアートイベントを

開催しました。ロスコスメに着目した学生たちは、多

摩キャンパス近隣の女子美術大学「イベント部」とのコ

ラボレーション企画として、お互いの強みを生かした

イベントを成功させることが出来ました。�

このイベントは、��� 総合『首都圏ネットワーク』内

で取材・放送されました。�

�

�

�

イベント開催記事：� � � � � �
�

�

�

�

���� から加工���

  

 
 

 

学生主体のイノベーションプロジェクト・����年度活動概要③

�

���� から加工���

��� ソーシャル・イノベーションセンター

ボランティアスタッフ

活動内容
普段から学生向けの
ボランティアの情報を掲示して、
募集を行っています。

活動の魅力

ボランティアスタッフでは、
自ら企画したイベントを
開催したり、地域のイベント
にも出展したりしています。

属性を問わず、様々な方と
交流し、ボランティアを
経験することが出来ます！

他にもボランティアスタッフで
は、自らやってみたいと思った
ボランティアをすることが
出来ます！

法政の公式ボランティア

  

 
 

 

学生主体のイノベーションプロジェクト・����年度活動概要③

�

���� から加工���

SIC
活動内容
@団地は大学のすぐ近くにある
「寺田団地」を中心に活動して
います。主な活動日は土曜日で、
事前に企画を考えて

多世帯交流＆多世代交流
活動の魅力

子どもたちと遊んだり、お年寄
りの方と交流したりします。
他にカフェのお手伝いや
イベントの開催もしています。

私たちは多世代との交流と寺田
団地全体の活性化を目標として
います。まだ試行錯誤中ですが
どうしたら良いか考えることも

充実感があります。
また、何よりメンバーの仲が
良くアットホームな雰囲気も
魅力の一つです。

八王子市寺田団地

寺田団地活性化プロジェクト
（＠団地）

��� 相模原市城山

しろやまふれんず
活動内容
「しろやまふれんず」は
今年の４月に設立した新しい
プロジェクトです。活動エリア
は相模原市の城山地域で

小学生と城山の魅力発信！
活動の魅力

大学から歩いていける里山です。
地域の小学校との交流
ツーリズム企画、夏祭りの運営
に携わっています。

このプロジェクトの魅力は
なんといっても活動の“伸びし
ろ”です！これまで築き上げて
きた「つながり」を生かして

新たな活動に取り組んでいます。
城山地域の方々との新たな
「つながり」が広がっていく
楽しさを実感できます。

SIC 馬と共に作る地域社会

活動内容
私たちのプロジェクトでは、
馬の魅力を広げ、城山地区を
盛り上げることを目標に
活動しています！

馬と触れ合う素敵な時間
活動の魅力

メインの活動は相原幼稚園との
ふれあいですが、
ご要望があれば文化祭や出張も
行っています！

私たちのプロジェクトの魅力は
何といっても馬に触れることが
出来るということです。
普段あまり見る機会のない

馬たちを真近で見るだけでなく、
馬の生態を学んだり、
餌やり体験をして馬を楽しく
学べます！

��� ソーシャル・イノベーションセンター

学生スタッフ

活動内容
私たちは、主にソーシャル・
イノベーションセンター�����
の運営を行っています。
具体的には学生目線での企画
運営を行い

ソーシャル・イノベーション
センターの架け橋

活動の魅力

人と人との繋がりを広げる
ために活動しています。
たくさんの人が���と関わりを
持ってもらえればと思います。

���自体がアットホームで学生は
学部・学年で分け隔てなく
自主性や向上心があるので
相乗効果を生み出せる力が
あります！

そのため、 学生スタッフでは
さまざまな人との関わりを
持てるので自分の興味関心を
深めたい、新しいことを
始めたい人にオススメです！！
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������������：八百屋＆スープ・スムージー企画�
� 月 �� 日～�� 日、�� 日～�� 日に、

「������������」による八百屋＆スープ・スム

ージーの配付イベントを開催しました。八百屋

企画は ���� 年 �� 月に初めて開催し、学生・

教職員から好評を得たことから、今年度も ��

町田市（アグリハウスさかい）の協力の下、朝採

れの地場野菜が多摩キャンパスまで運ばれて

きました。「野菜の丸かじり」をテーマに、野菜

の試食配布も行い、より新鮮な状態の地場野菜

を味わう機会にもなりました。�

�

スープ・スムージー企画については、「教員プロジェクト」の活動内でご紹介します。�

イベント開催記事：� � � � � �

������������：古着交換会イベント�
� 月 �� 日～�� 日に多摩キャンパス円形芝

生を会場に、「������������」による古着交

換会を開催しました。今回の企画では、学生や

教職員に持ち寄って頂いた古着を使って、

������������ が秋に予定しているファッシ

ョンショーに向けてリメイクする新たな活用につ

なげていきます。「古着」をキーワードに、新た

なコミュニケーションの場が生まれるきっかけ

にもなっていました。�

�

�

�

イベント開催記事：� � � � � �
�

������������：ファッションショー「ほしあつめ」�
��月�日、多摩キャンパス円形芝生広場を会

場に、夜のファッションショー「ほしあつめ」を開

催しました。日没後、夜の雰囲気に変わった ��

時半過ぎから開催されたイベントですが、事前に

お声掛けした近隣地域のほか、帰りがけの学生

もイベントに興味を示して集まり、約���名の観

衆を集めて盛大に開催されました。�

���� 年度に続く今回の開催では、多摩キャ

ンパスを拠点とするバンドサークルにも協力して

もらい、生演奏でのウォークを取り入れるなど、

より本格的なファッションショーとなりました。こ

れまでの活動で集めた古着をリメイクし、デザイ

ンやメイクも学生たちの手で行われ、集まった観衆たちも盛大な拍手で応えていました。�

�

イベント開催記事：� � � � � �
�
�
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ゆうやけプロジェクト：りびんぐ�町田市立小中一貫ゆくのき学園�
�� 月 �� 日、学生と子どもの交流企画『りびんぐ』が開

催されました。年 � 回予定される中の � 回目となる今回
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�

佐野川プロジェクト：「佐野川学生茶」ができました�
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「佐野川学生茶」を通じて、この伝統の味を学生が広く伝えています。�

なお、パッケージは、ホーセーイノベーションクラブ � 年生の学生が
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�

館ヶ丘プロジェクト：館ヶ丘自治会�秋祭りに参画�館ヶ丘団地�
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アを行っているため、学生がブースを出すと、顔なじみの
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�

藤野やまなみプロジェクト：やまなみ公園づくりは ��年目に！�
���� 年から活動を開始した旧藤野町牧野地区での
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にも挑戦しています。年度末には魅力発信のフリーペーパーの発行も予定しています。�
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������������：八百屋＆スープ・スムージー企画�
� 月 �� 日～�� 日、�� 日～�� 日に、

「������������」による八百屋＆スープ・スム

ージーの配付イベントを開催しました。八百屋

企画は ���� 年 �� 月に初めて開催し、学生・

教職員から好評を得たことから、今年度も ��

町田市（アグリハウスさかい）の協力の下、朝採

れの地場野菜が多摩キャンパスまで運ばれて

きました。「野菜の丸かじり」をテーマに、野菜

の試食配布も行い、より新鮮な状態の地場野菜

を味わう機会にもなりました。�

�

スープ・スムージー企画については、「教員プロジェクト」の活動内でご紹介します。�

イベント開催記事：� � � � � �
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催しました。日没後、夜の雰囲気に変わった ��

時半過ぎから開催されたイベントですが、事前に
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もイベントに興味を示して集まり、約���名の観

衆を集めて盛大に開催されました。�

���� 年度に続く今回の開催では、多摩キャ

ンパスを拠点とするバンドサークルにも協力して

もらい、生演奏でのウォークを取り入れるなど、

より本格的なファッションショーとなりました。こ

れまでの活動で集めた古着をリメイクし、デザイ

ンやメイクも学生たちの手で行われ、集まった観衆たちも盛大な拍手で応えていました。�

�

イベント開催記事：� � � � � �
�
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教職員から好評を得たことから、今年度も ��
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催しました。日没後、夜の雰囲気に変わった ��
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もらい、生演奏でのウォークを取り入れるなど、

より本格的なファッションショーとなりました。こ

れまでの活動で集めた古着をリメイクし、デザイ

ンやメイクも学生たちの手で行われ、集まった観衆たちも盛大な拍手で応えていました。�
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イベント開催記事：� � � � � �
�
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寺田団地活性化プロジェクト：横断幕づくり＆ハロウィン開催�
�� 月 �� 日、「＠団地」が ���� 年に『グリーンヒルおひさま広

場』開設記念として地域の子どもたちと描いた横断幕を � 年ぶりに

新しくするべく、ハロウィンと合わせてイベントを行いました。数か月

前から備品の購入や、学生のいくつかのデザイン画を地域の方に見

せ、希望をお聞きし、前日には空き店舗を掃除して白幕をセッティン

グするなど準備を重ねました。�

� 当日は団地に越したばかりの若い子育て世代や、＠団地の月イチ

『お楽しみ ���』に参加している子どもたちが参加し、おひさまとお

ひさまカフェの黒猫のロゴがグラデーションで描かれた明るい横断

幕が出来上がりました。�� 都市機構の協力で、���� 年 � 月から

団地の歩道橋に大きく設置されています。午後は、子どもたちが団

地内を探検してクイズを解き、お菓子をもらうハロウィンラリーを行い、大学生と楽しい � 日

を過ごしました。�

�

しろやまふれんず：広田小学校で「サンタ �� コンサート」開催�
�� 月 �� 日に今年度設立された「しろやまふれんず」

が“サンタ �� コンサート”を相模原市立広田小学校で開

催しました。子ども、保護者、地域の方、先生方、学生の総

勢��名で「クリスマスに欲しいもの」の自己紹介からイス

取りゲーム、学生のピアノ伴奏に合わせてクリスマスソン

グを歌い、最後はカードづくりと、多世代で賑やかに盛り

上がった �日になりました。�

これまで、�年生の総合的な学習の時間に参加し、里山

の魅力発信を小�大連携で行って来ており、当日は担任の

先生も顔を出して下さいました。また相模原市と城山観光協会の協働事業 ������ ツーリズ

ム実行委員会の方々もご参加下さるなど � 年間の締めくくりにふさわしくご縁ある方々と楽

しい時間を過ごすことが出来ました。�

このイベントは ���� 年度まで活動していた「つながりプロジェクト」から続く学生主催行

事で、子どもたちが家々を巡り玄関コンサートを行うバージョンや、地域の方のご自宅ガレー

ジで開かれるクリスマスコンサートバージョン、お寺で開催など、その年により形を変えなが

ら�年間継続されています。�

�

����������������：��月の夜空の下で、映画上映会！�
�� 月 �� 日夜、多摩キャンパス内の円形芝生広場に大

きなスクリーンを設置してみんなで映画を鑑賞する映画上

映会を開催しました。今年度新設した秋チャレ助成金制度

に採択された「ホーセーイノベーションクラブ �����

�����������」が主催し、多摩キャンパスをもっと楽しく��

学生の可能性を広げる機会作りをテーマに初の大型イベン

トとして行いました。当日はかなりの冷え込みの中、ホーセ

ーイノベーションクラブの ����� �������、�����

������� からもブースを出し、ランタンが光る芝生に立ち

寄った学生たちが映画に見入ったり、珈琲を片手に会話を楽しんだり、非日常で記憶に残る

時間を過ごしました。終わってみると来場者は延べ���名以上となり、����������������

一同は、最高のイベントだったと開催出来たことを喜び合いました。 �
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教員主体のイノベーションプロジェクト�
スポーツブランディングラボ�

� 【担当教員：泉重樹（スポーツ健康学部）、諸上茂光（社会学部）】�

法政パワースープ・スムージー企画�
� 月 ��～�� 日と ��～�� 日に「法政パワースープ＆パ

ワースムージー」の配布イベントを ��� 学生プロジェクト

「������������」とのコラボにより開催しました。食材は ��

町田市から仕入れ、調理は多摩キャンパス内で営業するスロ

ーワールドカフェが行い、現代福祉学部佐野竜平ゼミが協力

して竹ストローを用意しました。スープ／スムージーの監修は

スポーツ健康学部卒業生の管理栄養士（神野温子氏）が携わ

るスペシャルな一品となりました。�

�

イベント開催記事：�
�

�

�

法政パワー豚汁配布企画イベント�
�� 月 �� 日～�� 月 � 日に「法政パワース

ープ（豚汁）」の無料配布イベントを開催しまし

た。�月のイベントと同様に、���学生プロジェ

クト「������������」が協力し、スポーツ健康

学部卒業生の管理栄養士（神野温子氏）の監修

のもと、身体が温まる豚汁が完成しました。�

また、この企画を通して、箱根駅伝に出場す

る陸上競技部への応援メッセージを襷に寄せ

書きしてもらったり、多摩オープンキャンパス

リーダーズの学生たちも配布に協力したり、当

日の様子をインスタグラムに投稿するなど、「ス

ポーツ」を通したコミュニケーションの場になり

ました。�

�

イベント開催記事：� � � � � � �
�

�

「��������������」実証実験� 【担当教員：水野雅男（現代福祉学部）】�
現代福祉学部水野雅男研究室では、自然災害

時の避難生活の代替案として、大学キャンパスで

野営することを提案し、���� 年度より多摩キャ

ンパスを会場に「��������������」実証実験

を重ねています。�

�
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ーイノベーションクラブの ����� �������、�����

������� からもブースを出し、ランタンが光る芝生に立ち

寄った学生たちが映画に見入ったり、珈琲を片手に会話を楽しんだり、非日常で記憶に残る

時間を過ごしました。終わってみると来場者は延べ���名以上となり、����������������

一同は、最高のイベントだったと開催出来たことを喜び合いました。 �
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�月 ��日～��日にかけて実施した実証実

験では、夏休み期間として初めての開催となり、

実施期間中も厳しい暑さとも共存しながらの

実験になりました。炎天下におけるテントの有

効性や、参加者の健康状況を逐次把握するな

ど、実証実験でないと得られないデータも収集

していきました。この回には、相模原市議 � 名

も含む �� 名の参加者が、� 泊 � 日の時間を

過ごしました。�

� 月実証実験実施記事：� � � � � � �
�

また、�� 月 ��日～��日には秋の実証実験を開

催しました。�月の実証実験とは異なり、朝晩の冷え

込みや強風など初冬に向かっていく季節特有の課

題がありましたが、今回はペット同伴家族の受け入

れと滞在エリアの拡張、水の濾過装置を開発したベ

ンチャー企業による足湯の設置など、実証実験期間

を生かしたモニタリングを実施していきました。期間

中には八王子市、相模原市の関係者のほか、他大学

からの視察もあり、約 ��名が参加しました。�

�

�

�

�

法政馬糞で地域をつなぐ� 【担当教員：高見京太（スポーツ健康学部）】�
多摩キャンパス・城山校地の体育会馬術部の馬場

において、江戸東京野菜の栽培・収穫を通して、キャ

ンパス周辺の関係者を巻き込んだ活動を、現代福祉

学部佐野竜平ゼミの学生とスポーツ健康学部高見

京太ゼミの学生を中心に実施しました。�

この活動は、馬糞堆肥と江戸東京野菜の文化と技

術の継承、宣伝、普及活動に焦点を当て、これらを具

体的にどのように展開していくかを検討しました。

同時に、馬糞堆肥と江戸東京野菜の組み合わせがコ

ミュニティにどのように新しい活力をもたらすかを

検証し、今後の課題を把握する機会となりました。�



  

�� 
 

 

交流する～CAFÉ～ 
�
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�

新歓 ����S（特別 ����）SIC café  
（� 月 �� 日・�� 日・�� 日・�� 日・�� 日） 
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SIC カフェ～地球環境シリーズ�� 「情報社会と昆虫観察」～ 
 �� 月 � 日��
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� カフェ開催記事：� � � � � �
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��� カフェ～地球環境シリーズ��� �

「次世代のキーワード�生物多様性を考える」～� �� 月 ��日��

本学社会学部卒業生の公益財団法人日本自然保

護協会・原田和樹氏をゲストにお招きし、社会学部

糸久正人ゼミの公開ゼミと兼ねて、ゼミ生や���で

活動する学生など約 �� 名が参加しました。メーカ

ーの営業職から公益財団法人へ転職された原田

氏。現在の業務をはじめ、普段耳にする「生物多様

性」をキーワードに、これから我々の生活にどのよ

うな影響があるのか、我々がどのような形で貢献出

来るのかなど分かりやすく解説して頂き、参加者か

らの質疑や意見交換が積極的に行われました。�

�

�

カフェ開催記事：� � � � � �

�

��� カフェ��� ～多摩地域形成論の続きを語ろう！～� ���月 ��日��

八王子市役所で市街地活性化を推進する川上

寧子氏、八王子市内で「居場所づくり」の実践に取

り組む鎌田菜穂子氏（��� 法人�ツナグバヅク

リ）、沼﨑道子氏（まほうのほうき）をゲストにお招

きし、秋学期水曜日�時限に開講している「多摩地

域形成論」の延長戦として開催しました。多摩地域

形成論受講学生や、��� で活動する学生、多摩キ

ャンパス近隣の館ヶ丘団地の住民など �� 名が参

加しました。�

�

カフェ開催記事：� � � � � �

�

��� カフェ��� ～多摩地域形成論の続きを語ろうⅡ～� ��� 月 ��日��

八王子市第 � 層生活支援コーディネーターの今

泉靖徳氏をゲストにお招きし、同日の多摩地域形

成論の“続き”として開催しました。今泉氏の活動

の舞台である館ヶ丘団地を活動拠点とする ���

学生プロジェクト「館ヶ丘プロジェクト」など���で

活動する学生たちや、多摩地域形成論での講義を

受けて ��� カフェにも駆け付けた学生のほか、八

王子市内で ��� 活動をする方や中間支援として

学生活動を支援する立場の方など �� 名が参加し

ました。�

カフェ開催記事：� � � � � � �
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��� カフェ��� ～多摩キャンのスポーツを語ろう！～� ���月 �日��

日本郵政株式会社スポーツ＆コミュニケーション

部の千葉岳志氏をゲストにお招きし、スポーツと地

域活性化や多摩キャンパスのスポーツをテーマに

開催し、日本郵政グループ女子陸上部のブランデ

ィング分析や社内で広く活用できるロゴの新設な

ど、スポーツを基軸とした様々な施策を紹介頂き

ました。�

��� で活動する教員プロジェクト「スポーツブラ

ンディングラボ（���）」も今回の ��� カフェの共

催として加わり、特に多摩キャンパスにおけるスポーツと学生を巻き込んだ活動への様々な

意見交換が参加者たちで交わされました。�

�

カフェ開催記事：� � � � � �
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らの質疑や意見交換が積極的に行われました。�

�

�

カフェ開催記事：� � � � � �

�

��� カフェ��� ～多摩地域形成論の続きを語ろう！～� ���月 ��日��

八王子市役所で市街地活性化を推進する川上
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ャンパス近隣の館ヶ丘団地の住民など �� 名が参

加しました。�

�

カフェ開催記事：� � � � � �

�

��� カフェ��� ～多摩地域形成論の続きを語ろうⅡ～� ��� 月 ��日��

八王子市第 � 層生活支援コーディネーターの今
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学生プロジェクト「館ヶ丘プロジェクト」など���で

活動する学生たちや、多摩地域形成論での講義を

受けて ��� カフェにも駆け付けた学生のほか、八

王子市内で ��� 活動をする方や中間支援として

学生活動を支援する立場の方など �� 名が参加し

ました。�

カフェ開催記事：� � � � � � �



  

�� 
 

 

参加する～�����～�
�

��� では、様々な主催イベントを通して、学生・教職員・近隣住民など外部の

皆様とソーシャル・イノベーションを感じて頂く機会を設けています。�
�

�

第��回多摩シンポジウム�

「南極から迫る気候変動～�����私たちにできることを考える～」�
��� 月 �日��

多摩シンポジウムは、近隣地域への知的貢献およ

び地域社会との連携を目的として、本学の教育研

究を生かしたテーマで開催しています。� �

��回目となる今年度の多摩シンポジウムは、「気

候変動」をテーマに、第 �� 次南極越冬隊隊長を務

められた本学社会学部の澤柿教伸教授と、気候変

動枠組条約締約国会議（���）で活躍されている

��� ジャパンの小西雅子氏をゲストにお招きし、

講演とパネルディスカッションを実施しました。�

澤柿教授からは、南極越冬隊隊長として過ごされ

た南極の様子や、本学が掲げる「実践知」と絡めながら、リベラルアーツをキーワードに多様な

視点を持って考えていく必要性をお話頂きました。小西氏からは、�����を目前にしたタイ

ミングで気候危機をめぐる政策的な展開について、科学的な知見や ����� 開催に向けた

注目点についてご講演頂きました。�

シンポジウム開催記事：      
�

�

多摩オープンキャンパスにて ��� の活動紹介� （�月 �日・�� 日）�

多摩キャンパスで開催されたオープンキャンパスに

おいて、���の活動紹介を実施しました。�

法政大学のオープンキャンパスは学生スタッフが主

体となって企画・運営されており、��� からも学生ス

タッフや学生プロジェクトのリーダーなどが参加し、

「“多摩キャンパス”をめいっぱい楽しむ！」をテーマ

に、近隣地域に入ってのプロジェクト活動や、ボラン

ティア活動などをポスター展示、学生が撮影・編集し

たドローン動画などを通して、日常の活動の様子を紹

介しました。�

�

�

ホームページ記事：� � � � � �

�

�

�

�
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��� 学生プロジェクト� 中間報告会� （��月 �日）�
��� に所属する学生プロジェクトの中間報告会を

開催しました。�

学生プロジェクトは年度初めに助成金申請の審査

を受け、� 年間の活動を行います。今回は、プロジェク

ト化を目指して秋学期から助成金を受けて活動するチ

ームや、旧多摩ボランティアセンターから ��� に移行

して活動している学生ボランティアスタッフも参加し、

��� で学生たちが幅広く活動している様子を知りあ

いました。また、後半はワークショップを通して、���

に移行してからの半年間を振り返り、教職員／学生の

立場を越えて意見を交わしました。�

ホームページ記事：� � � � � �

�
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りメドレーも披露。幅広いジャンルを迫力ある�重

奏で演奏され、来場された方々も大変楽しまれてい

ました。�

�

ホームページ記事：� � � � � �

�

�
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ご紹介致します。�

�
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触れる～���������～�

�

��� では、多摩ボランティアセンターの機能も含めて、活動しています。近隣

地域からのボランティア情報を集約し、ボランティア活動に興味関心のある多

摩キャンパスの学生に対しての情報提供や、仲介対応を行っています。�

また、多摩ボランティアセンター時代から活動する、学生ボランティアスタッ

フによるボランティアイベントへの参画も実施しており、他大学の学生や近隣地

域の住民の方々との交流の窓口役としても活躍しています。�
�

�

■学生ボランティアスタッフによる����年度活動事例①�

：地域イベントへの参加�

第 ��回★学生天国★� （�月 ��日）�

大学コンソーシアム八王子に加盟している��大学等に所属するサークルやゼミが、日ごろ

の活動や研究の成果を披露するイベント「第��回★学生天国★」に参加。「身近なもので作れ

る防災グッズ作り」をテーマに、ワークショップ形式で、新聞紙やキッチンペーパー、ゴミ袋を

利用した災害時・緊急時に使えるスリッパやマスク、レインコートの作り方を来場者の方にレク

チャーしていきました。�

ホームページ記事：� � � � � �

�

�

境川クリーンアップ作戦� （�月 ��日）�

町田市と相模原市の間を流れる境川の清掃を通じて、地域の人と人とのつながりを創生す

るプロジェクト「境川クリーンアップ作戦」に参加。相模原市橋本にかかる寿橋付近の清掃を

担当し、活動を通じて地域の方々との交流を深め、ゴミ問題に対する意識を新たにしました。�

�

ホームページ記事：� � � � � �

�

�

つながりマルシェ� （��月 ��日）�

さがまち学生 ���� が主催する地域活性化イベント「つなが

りマルシェ」に参加。相模原・町田で地域活動を行う学生団体が

��団体参加し、日ごろの活動を生かした企画を実施しました。

「防災ゲームで盛り上がれ！」をテーマに、防災カードゲーム

「なまずの学校」を実際に体験できるワークショップを実施しま

した。カードと紙芝居を使用した、小さな子どもでも楽しめる

防災クイズゲームで、より多くの人に楽しんでもらうため、オリ

ジナルルールの設定や、防災に関するアンケートを実施するなど様々な工夫を凝らし、ブース

には��名が訪れました。�

�

ホームページ記事：� � � � � �

�

�
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相原スポーツ広場 ������「走り方教室」� （�� 月 �日）�

町田市相原中央公園内にあるスポーツ広場で開催されたス

ポーツイベント「相原スポーツ広場 �������」に参加。子ども

たちに正しい走り方を教える「走り方教室」のブースの受付業

務を担当し、第二陸上競技部の学生による熱心な指導で、たく

さんの子どもたちが楽しそうに走り回っていました。�

�

ホームページ記事：�

�

�

�

まちカフェ� （��月 �日）�

町田市役所で開催された「市民協働フェスティバル『まちカ

フェ！』」に参加。町田市内で活動する ��� 法人や市民活動

団体、地域活動（町内会・自治会）などが一堂に集い、活動発

表などを通じて交流を深めるためのイベントです。� 回目の

参加となる今回は、遊びながら防災について学べる「なまず

の学校」の体験ワークショップのブースを出展。多くの方に楽

しんでご参加頂けるよう、学生たちはオリジナルのルールを

設けるなど工夫を凝らし、お子様連れのご家族を中心に、防災時の対応をクイズで出題しまし

た。ブースは入れ替わり��組以上に参加して頂き、大変盛況でした。�

町田市内の活動団体が一堂に会する大きなイベントということもあり、例年参加している

学生は地域の方に声をかけられるなど、ブース出展だけでなく他団体の企画に参加すること

もでき、充実した経験を得ることができました。�

�

ホームページ記事：� � � � � �

�

�

■ボランティア学生スタッフによる����年度活動事例②�

：主催イベント（主に相原地区協議会大学連携事業）の企画・実施�

竹カフェ～法大生と取り組む防災～� （�月 ��日）�

相原地区と法大生の交流イベント（通称「竹カフェ」）にキ

ャンパス近隣地域から �� 名、学生スタッフ � 名が参加。

「法大生と取り組む防災」をテーマに、防災食の試食会や災

害協力シミュレーションゲームを実施。防災食の試食会で

は、アルファ米を使用したカレーや携帯できるおにぎり、長

期間保存できるポテトチップスなど、普段なかなか食べる

機会のない防災食を数種類用意しました。「思っていたよ

りもおいしかった。」という驚きの声が多く聞こえ、貴重な

機会となりました。災害協力シミュレーションゲームでは、神戸市が公開しているカードゲーム

型の防災訓練教材「ダイレクトロード【内陸の町】」を使用。それぞれチームに分かれて、災害時

の対応方法や情報共有の重要性について学びました。�

ホームページ記事：� � � � � �
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「防災ゲームで盛り上がれ！」をテーマに、防災カードゲーム

「なまずの学校」を実際に体験できるワークショップを実施しま

した。カードと紙芝居を使用した、小さな子どもでも楽しめる

防災クイズゲームで、より多くの人に楽しんでもらうため、オリ

ジナルルールの設定や、防災に関するアンケートを実施するなど様々な工夫を凝らし、ブース

には��名が訪れました。�

�

ホームページ記事：� � � � � �

�
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多摩地域交流センター（����）の ��年�

�

��� の母体となる、多摩地域交流センターは ���� 年 � 月に多摩キャンパ

スに開設されました。当時のキーワードは、「開かれた知と学び〜地域まるごと

キャンパス〜」。�

 
開設当時の���� リーフレットより�



  

�� 
 

 

�

�

�

�
開設当時の���� リーフレットより�

  

�� 
 

 

多摩地域交流センター（����）の ��年�

�

��� の母体となる、多摩地域交流センターは ���� 年 � 月に多摩キャンパ

スに開設されました。当時のキーワードは、「開かれた知と学び〜地域まるごと

キャンパス〜」。�

 
開設当時の���� リーフレットより�

  

�� 
 

 

多摩地域交流センター（����）の ��年�

�

��� の母体となる、多摩地域交流センターは ���� 年 � 月に多摩キャンパ

スに開設されました。当時のキーワードは、「開かれた知と学び〜地域まるごと

キャンパス〜」。�

 
開設当時の���� リーフレットより�



  

�� 
 

 

■法政大学ー��都市機構ー八王子市との協定・連携プロジェクト�

事例：グリーンヒル寺田の団地活性化プロジェクト�
本プロジェクトは多摩地域交流センター開設時の大型プロジェクトとして、現代福祉学部の

保井美樹教授をリーダーに ���� 年に発足しました。『法政大学×地域�コミュニティ再生の

連続ワークショップ』（�～�月の計�回実施）を経て、八王子市の��団地グリーンヒル寺田

の空き店舗で活動がスタートしました。�

グリーンヒル寺田は ���� 年入居開始の緑豊かな郊外団地で、高齢化、空き家化、商店街

の衰退、分譲と賃貸棟との分断が課題として上がっていました。�

���� 年 �� 月に、第 � 回交流イベント『おいでよ�アッとほーむ～持ち寄り晩ごはん』を開

催し、電気・水道・ガスの無い空き店舗に ��� 名が集い交流しました。予想を上回る参加者

に大きな可能性を見出し、学生の力を団地活性化へ活かすことを決め、以降、自治会、活性化

の会、包括支援センター、�� 都市機構、すでに月 � 回の活動をしていた学生団体カフェ部や

＠団地、さらに保井美樹ゼミが連携し本格的に活動を開始しました。団地の地域行事に参加

し、『持ち寄り晩ごはん』や、流しそうめん、マルシェ、夏祭りなどを開催し、時には空き店舗内

で寺田の歴史や、地域づくりを考える『おひさま講座』を ����主催で連続開催しました。今

現在も続く、経済学部藤田貢崇教授の「星空探検隊」もこの時期から始まっています。�
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����年�月、多世代が集うコミュニティづくりの可能性が見えてきたことから、八王子市

ー�� 都市機構ー法政大学の三者で、高齢者から子どもまで幅広い世代が集い安心して暮ら

していける「活気ある魅力あふれるまち」の実現を目指し、「グリーンヒル寺田団地における連

携・協力に関する協定」�を締結し、その拠点として商店街の空き店舗をコミュニティスペース

として再生することになりました。�
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���三者協定締結後、開設に向けて水道・ガス・電気といった基礎工事を �� が行い、本学デザ

イン工学部兼任講師の今井裕久先生にデザインして頂き、おひさま広場運営委員会を三者と

住民、関係者で立ち上げ話し合いを重ねました。さらに学生は、ワークショップでのアイディア

出しや、イノベーションで壁を白く塗り、本棚やカウンターを ��� するなどを住民と共同で進

めました。様々な困難を乗り越え、ついに、����年��月、学生呼びかけで名前を募集し、住

民投票で決定した『グリーンヒルおひさま広場』がオープンしました。�
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�左上��空き店舗のリノベーション� � � �上��開設記念イベントを行いました�

�左横��おひさま広場の横断幕を子どもたちとつくりました�

�

その後、コミュニティスペースは、活性化の会を中心に、新しく始まった「おひさまカフェ」の

住民ボランティアの活躍で週�日開室され、住民の交流拠点となっています。また、長きに渡

りシャッターの多かった商店街が、現在では、新しいスーパー、パン屋、レストランが開店し、日

常的な賑わいとなっています。�

現在、学生プロジェクト「＠団地」は、グリーンヒル寺田に長く寄り添い、子ども向けのお楽

しみ ��� や高齢者向けのスマホ講座を行いながら、残り � 軒となった空き店舗を開室する

��の試みに、協力していく話し合いをはじめています。�
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■地域×学生交流イベント：たままち日和（����～����）�
多摩地域交流センターが開設して � 年半、各地域での活動が活発になったところで、学生

プロジェクトの横断的な連携と、地域間のつながり、世代や立場の違いを越えて語り合う場と

して『たままち日和』はスタートしました。� “地域×学生文化祭＋大型ワークショップ”を開催し

てきました。�

�

第 � 回� ����年＠法政大学多摩キャンパス����������
� 第 � 回は法政大学で開催しました。第 � 部は『ワクワクキャンパス交流体験』と題し、�� 名

の地域の方と学生が学食を味わい、よさこいパフォーマンスを鑑賞し、さらに特別授業として

図司直也センター長（当時）の挨拶に続き、現代福祉学部保井美樹教授の講義を熱心に受講

頂きました。第 �部は『明日を変える！タマトーク』と題し、学生 ��名が加わり ��のグルー

プに分かれてワークショップを行いました。全体進行を�年生が担い、各テーブルにも実行委

員の学生が � 名ずつ入り、アイスブレイクや地域紹介を通して知り合い、活動の楽しさや苦労

を本音で語り合いました。課題を共有すると、各地で同じ悩みのあることも見えてきて、対話

も熱くなりました。参加者��名のアンケートからは��名が「参加して良かった」と回答され、

「大学が中心となって地域、人をつなぐのもありだと思った」「地域の方とここまで話込める機

会はそうない、自身は活動にブランクがあったがやる気が出た」「学生ファシリテーターがしっ

かり準備している印象があった」など、� 月から準備してきた実行委員をはじめ、日々地域活

動を実践する学生、���� の役割を評価して頂くコメントが集まりました。また、この関心の

ネットワーク形成に手応えを感じることが出来ました。�
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第 � 回� ����年＠グリーンヒル寺田�

寺田だよ、全員集合�
第�回は、八王子市グリーンヒル寺田で『グリーンヒルおひさま広場』オープニングセレモニ

ーと合わせて開催しました。午前中は「寺田 �� おえかき」と題して �ｍの横断幕に子どもた

ちと絵を描き、また学生 � プロジェクトの活動の展示・発表・販売を行い、午後は『ここからは

じまる明日のプラン』と題して �� 名のワークショップを行いました。“おひさまバースデーカ

フェ”や“対象ごとの寺田プラン～体操教室”など、この時のアイディアがその後実現するケー

スや、“寺田星（ひかり）巡り”など実現化に向けての話し合いが行われる魅力的なプランが寺

田地域の方と学生の協働で生まれました。�

�

�

�

�

�

�

�

�



  

�� 
 

 

第３回� ����年＠館ヶ丘団地�

～世代を超えた��������������������������～�
� 秋晴れの��月、館ヶ丘団地にて第�回『たままち日和』が開催されました。午前中の第�部

は“ふらっと魅せます、たてがおか祭り”と題し、団地の住民サークル（グラウンドゴルフ、手話

ダンス、ちぎり絵、盆踊り）へ学生が飛び入り参加し、馴染みの方だけでなく、初対面の地域の

方とも交流しました。昼食は、地域食堂のオープンへ向けて動き出されていた「団地応援隊」

の皆さんから、おむすびと豚汁が振る舞われ、学生は地域の食を支える頼もしい存在を肌で

感じることが出来ました（その後『たてキッチンさくら』開設）。午後は、まごころ保育園の体育

館をお借りして、�� 名の大型ワークショップ“学生×地域で話そう�ちょっと大きめの井戸端

会議”を ���� 学生スタッフの � 年生を全体ファシリテーターに行いました。� 月から準備

をして臨んだこの話し合いでは、自分にとってボランティアとは��という価値観の共有から、

団地の課題解決のためのプラン作成まで、� グループで活発な意見が交わされました。「学生

と地域の方が手を取り合う町計画」「危険ハザードマップ」「孤立のない地域に」「坂回避」など

の課題解決のアイディアが挙がり、改めて地域で世代を越えて自分たちで動こう、という気運

が高まる機会となりました。�
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第４回� ����年＠城山地域�

城 ����起龍� モリモリワクワク�
� 城北・小松地区を会場にした � 回目のたままち日和。「城

山」の魅力を示し（����）、地域の伝説で伝わる「龍」を「起

こす」ように地域を元気にすることを目指し、伝統文化体験

コース（しめ縄、おはやし、縄文体験、イノシシ猟）を実施し、

住民の方々と学生で今後の連携を考えるワークショップを

開催しました。�

� 「歴史・伝統」を守り続けている方々に若者が接する機会

を作ることができ、地域の方々からは大変喜ばれ、開催後

の学生からは「もっと城山のことを知りたい、城山の人と話

したい」という感想が続々と出ていました。�
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■地域×学生交流イベント：たままち日和（����～����）�
多摩地域交流センターが開設して � 年半、各地域での活動が活発になったところで、学生

プロジェクトの横断的な連携と、地域間のつながり、世代や立場の違いを越えて語り合う場と

して『たままち日和』はスタートしました。� “地域×学生文化祭＋大型ワークショップ”を開催し

てきました。�

�

第 � 回� ����年＠法政大学多摩キャンパス����������
� 第 � 回は法政大学で開催しました。第 � 部は『ワクワクキャンパス交流体験』と題し、�� 名

の地域の方と学生が学食を味わい、よさこいパフォーマンスを鑑賞し、さらに特別授業として

図司直也センター長（当時）の挨拶に続き、現代福祉学部保井美樹教授の講義を熱心に受講

頂きました。第 �部は『明日を変える！タマトーク』と題し、学生 ��名が加わり ��のグルー

プに分かれてワークショップを行いました。全体進行を�年生が担い、各テーブルにも実行委

員の学生が � 名ずつ入り、アイスブレイクや地域紹介を通して知り合い、活動の楽しさや苦労

を本音で語り合いました。課題を共有すると、各地で同じ悩みのあることも見えてきて、対話

も熱くなりました。参加者��名のアンケートからは��名が「参加して良かった」と回答され、

「大学が中心となって地域、人をつなぐのもありだと思った」「地域の方とここまで話込める機

会はそうない、自身は活動にブランクがあったがやる気が出た」「学生ファシリテーターがしっ

かり準備している印象があった」など、� 月から準備してきた実行委員をはじめ、日々地域活

動を実践する学生、���� の役割を評価して頂くコメントが集まりました。また、この関心の

ネットワーク形成に手応えを感じることが出来ました。�

�
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�

�
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�
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�

�

第 � 回� ����年＠グリーンヒル寺田�

寺田だよ、全員集合�
第�回は、八王子市グリーンヒル寺田で『グリーンヒルおひさま広場』オープニングセレモニ

ーと合わせて開催しました。午前中は「寺田 �� おえかき」と題して �ｍの横断幕に子どもた

ちと絵を描き、また学生 � プロジェクトの活動の展示・発表・販売を行い、午後は『ここからは

じまる明日のプラン』と題して �� 名のワークショップを行いました。“おひさまバースデーカ

フェ”や“対象ごとの寺田プラン～体操教室”など、この時のアイディアがその後実現するケー

スや、“寺田星（ひかり）巡り”など実現化に向けての話し合いが行われる魅力的なプランが寺

田地域の方と学生の協働で生まれました。�

�

�

�

�

�

�

�

�

  

�� 
 

 

■地域×学生交流イベント：たままち日和（����～����）�
多摩地域交流センターが開設して � 年半、各地域での活動が活発になったところで、学生

プロジェクトの横断的な連携と、地域間のつながり、世代や立場の違いを越えて語り合う場と

して『たままち日和』はスタートしました。� “地域×学生文化祭＋大型ワークショップ”を開催し

てきました。�

�

第 � 回� ����年＠法政大学多摩キャンパス����������
� 第 � 回は法政大学で開催しました。第 � 部は『ワクワクキャンパス交流体験』と題し、�� 名

の地域の方と学生が学食を味わい、よさこいパフォーマンスを鑑賞し、さらに特別授業として

図司直也センター長（当時）の挨拶に続き、現代福祉学部保井美樹教授の講義を熱心に受講

頂きました。第 �部は『明日を変える！タマトーク』と題し、学生 ��名が加わり ��のグルー

プに分かれてワークショップを行いました。全体進行を�年生が担い、各テーブルにも実行委

員の学生が � 名ずつ入り、アイスブレイクや地域紹介を通して知り合い、活動の楽しさや苦労

を本音で語り合いました。課題を共有すると、各地で同じ悩みのあることも見えてきて、対話

も熱くなりました。参加者��名のアンケートからは��名が「参加して良かった」と回答され、

「大学が中心となって地域、人をつなぐのもありだと思った」「地域の方とここまで話込める機

会はそうない、自身は活動にブランクがあったがやる気が出た」「学生ファシリテーターがしっ

かり準備している印象があった」など、� 月から準備してきた実行委員をはじめ、日々地域活

動を実践する学生、���� の役割を評価して頂くコメントが集まりました。また、この関心の

ネットワーク形成に手応えを感じることが出来ました。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

第 � 回� ����年＠グリーンヒル寺田�

寺田だよ、全員集合�
第�回は、八王子市グリーンヒル寺田で『グリーンヒルおひさま広場』オープニングセレモニ

ーと合わせて開催しました。午前中は「寺田 �� おえかき」と題して �ｍの横断幕に子どもた

ちと絵を描き、また学生 � プロジェクトの活動の展示・発表・販売を行い、午後は『ここからは

じまる明日のプラン』と題して �� 名のワークショップを行いました。“おひさまバースデーカ

フェ”や“対象ごとの寺田プラン～体操教室”など、この時のアイディアがその後実現するケー

スや、“寺田星（ひかり）巡り”など実現化に向けての話し合いが行われる魅力的なプランが寺

田地域の方と学生の協働で生まれました。�

�

�

�

�

�

�

�

�



  

�� 
 

 

第�回� ����年＠相原� ゆくのき学園�
当時の ���� において、連携が始まったばかりの相原地域との連携につなげる第一歩と

して、多摩キャンパスに程近い「ゆくのき学園」を会場に開催しました。多数の学生プロジェク

ト団体が参加し、大学生の視点から地域の子どもたちとの交流を図っていきました。また、地

域の方々や子どもたちとのワークショップでは、「相原にあったらうれしい場所」をテーマにデ

ィスカッション。様々な年齢層の参加者からの多様な意見に、まとめる学生たちは悪戦苦闘し

ていました。�

相原地域で活動される方々から、地元食材をふんだんに使った美味しいすいとんを用意頂

き、このイベントを通じて、相原地区での交流・連携につながる良いきっかけを作ることがで

きました。�

�
�

�

�

■地域×学生交流イベント：はじめてのたまさんぽ（����・����）�
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、学生たちの活動

にも大きな制約を受ける状況が続きました。これまでのよう

な大きなイベントの開催が難しくなった中、���� での活動

に生かせるよう、新たに始まったシリーズが「はじめてのたま

さんぽ」です。�

多摩キャンパスに最も近い町田市相原町・八王子市寺田

町・相模原市緑区城山地区の３地区の成り立ちや課題を学ぶ

イベントです。���� 学生スタッフが協力頂ける近隣住民の

方と、どのような場所を紹介するのか検討し、当日は参加者

たちと一緒に実際に歩いて周ります。キャンパスに戻ってか

らは、各々が感じた成果を発表し合うワークショップを開催

し、キャンパス周辺の地域を知る機会となりました。�

�

�

�

�

�

�

�
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■����学生スタッフ～企画・運営に携わる～�
���� の学生スタッフは、センター主催事業の

運営や、学生プロジェクトとの交流・連携、学生ス

タッフ独自の企画にも取り組んでいます。学生プ

ロジェクトは多岐にわたることから、他のプロジェ

クトの様子が見えづらくなることもあります。プロ

ジェクト間の橋渡し役として、情報共有や意見交換

の場を作り、異なる地域・テーマで活動するプロジ

ェクト同士によるコラボレーションで、新たな活動

の促進にもつなげていきます。活動地域やテーマ

を限定していない分、広い視野で様々な視点から

地域に関わっていけるのが魅力です。�

�

�

■関連授業科目の実施：多摩地域形成論の開講�
多摩 � 学部全学年を対象とした科目です。

近隣地域から多様な専門領域のゲスト講師を

招き、実践的かつ理論的に学びます。法政大学

多摩キャンパスの歴史から、多摩地域に生き

る人々、活動拠点にする企業人など、この地で

学生生活を送る固有の意義と、大学や学生の

社会的役割について考えていきます。�

�

＜主なゲスト講師の所属先（順不同）＞�

・多摩信用金庫�

・株式会社タウンキッチン�

・八王子シルバーふらっと相談室館ヶ丘�

・���法人�法政クラブ�

・京王電鉄株式会社�

・株式会社ゼルビア（��町田ゼルビア）�

・東京家政学院大学�

・近隣自治体（町田市、八王子市、相模原市、日野市など）�

・橋本商店街協同組合�

�

■学生プロジェクト：地域の課題解決・魅力発信に携わる！�
多摩キャンパス周辺は、多摩ニュータウンをはじめとした郊外型のベッドタウンが広がる開

発エリアと、古くからの自然・伝統の残る農山村・里山エリアの中間に位置し、キャンパスに通

う中で、日常的に様々な特徴を持った地域に触れることができ、全国のあらゆる地域課題を

考える基本となる、数々の事例に接することができます。このような環境の中で、大学の主役

となる「学生」が自ら行動を起こし、社会課題解決に向けた活動を展開していきます。�

サークルやゼミ、個人活動のうち、地域交流・連携にかかわる活動を学生プロジェクトとし

て登録すると、助成金（最大・年間 �� 万円）の交付等の様々な支援を受けることができます。

テーマは個人やプロジェクトメンバーの関心に応じ、多種多様な切り口から地域交流・連携に

取り組むことができます。�

これまでの学生プロジェクトの変遷（年表）、���� 年度のプロジェクト資料はこの後のペ

ージにご紹介します。�

�
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2013
HUCC開設

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
SIC開設

2024

Our History HUCC/SICに登録したプロジェクトの歴史

学生スタッフ 学生スタッフ

ゼミナール
八王子駅南口
住宅街と商店
街連携プロ
ジェクト

八王子多文化ソー
シャルワーク研究
学生プロジェクト

檜コスメのマーケ
ティング戦略によ
る檜原村活性化学
生プロジェクト

武相地域の地域遺産を学んでみよう！

若葉台
プロジェクト

部活動 【馬術部】馬と共に作る地域社会

地
域
交
流

団
地

伝
統
文
化

農
業

防
災

居
場
所

大
学
環
境

藤野やまなみプロジェクト

佐野川プロジェクト藤野里山
プロジェクト

館ヶ丘プロジェクト

寺田団地活性化プロジェクト（＠団地）

つながりプロジェクト

法政大学カフェ部

小学校を核とした地域交流プロジェクト さんかく

耕しの会

農業を通じた交流プロジェクト Community Fie ld

キラキラ星

こはる

Team Tama Act ion

八王子つなぐ
プロジェクト

へりぽーと

お囃子プロジェクト

Team Circulat ion

しろやまふれんず

Team Fashion

Team Ethical

こすもす・ だれでも食堂

ボランティアスタッフ

学生企画

わくわくほうせい！

相原カフェ プロジェクト ふなで

ゆくのきプロジェクト ＞ゆうやけプロジェクト（名称変更）

※※ 現代福祉学部 伊藤正子ゼミ

※※ 社会学部 諸上茂光ゼミ

八王子駅南口
空き店舗活用
プロジェクト

※※ 現代福祉学部 水野雅男ゼミ

※※ 現代福祉学部 馬場憲一ゼミ

※※現代福祉学部
保井美樹・今井裕久ゼミ

※※ 経済学部 山﨑友紀ゼミ



  

 
 

 

相模プリント����から作業�

  

 
 

 

2013
HUCC開設

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
SIC開設

2024

Our History HUCC/SICに登録したプロジェクトの歴史

学生スタッフ 学生スタッフ

ゼミナール
八王子駅南口
住宅街と商店
街連携プロ
ジェクト

八王子多文化ソー
シャルワーク研究
学生プロジェクト

檜コスメのマーケ
ティング戦略によ
る檜原村活性化学
生プロジェクト

武相地域の地域遺産を学んでみよう！

若葉台
プロジェクト

部活動 【馬術部】馬と共に作る地域社会

地
域
交
流

団
地

伝
統
文
化

農
業

防
災

居
場
所

大
学
環
境

藤野やまなみプロジェクト

佐野川プロジェクト藤野里山
プロジェクト

館ヶ丘プロジェクト

寺田団地活性化プロジェクト（＠団地）

つながりプロジェクト

法政大学カフェ部

小学校を核とした地域交流プロジェクト さんかく

耕しの会

農業を通じた交流プロジェクト Community Fie ld

キラキラ星

こはる

Team Tama Act ion

八王子つなぐ
プロジェクト

へりぽーと

お囃子プロジェクト

Team Circulat ion

しろやまふれんず

Team Fashion

Team Ethical

こすもす・ だれでも食堂

ボランティアスタッフ

学生企画

わくわくほうせい！

相原カフェ プロジェクト ふなで

ゆくのきプロジェクト ＞ゆうやけプロジェクト（名称変更）

※※ 現代福祉学部 伊藤正子ゼミ

※※ 社会学部 諸上茂光ゼミ

八王子駅南口
空き店舗活用
プロジェクト

※※ 現代福祉学部 水野雅男ゼミ

※※ 現代福祉学部 馬場憲一ゼミ

※※現代福祉学部
保井美樹・今井裕久ゼミ

※※ 経済学部 山﨑友紀ゼミ

  

 
 

 

2013
HUCC開設

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
SIC開設

2024

Our History HUCC/SICに登録したプロジェクトの歴史

学生スタッフ 学生スタッフ

ゼミナール
八王子駅南口
住宅街と商店
街連携プロ
ジェクト

八王子多文化ソー
シャルワーク研究
学生プロジェクト

檜コスメのマーケ
ティング戦略によ
る檜原村活性化学
生プロジェクト

武相地域の地域遺産を学んでみよう！

若葉台
プロジェクト

部活動 【馬術部】馬と共に作る地域社会

地
域
交
流

団
地

伝
統
文
化

農
業

防
災

居
場
所

大
学
環
境

藤野やまなみプロジェクト

佐野川プロジェクト藤野里山
プロジェクト

館ヶ丘プロジェクト

寺田団地活性化プロジェクト（＠団地）

つながりプロジェクト

法政大学カフェ部

小学校を核とした地域交流プロジェクト さんかく

耕しの会

農業を通じた交流プロジェクト Community Fie ld

キラキラ星

こはる

Team Tama Act ion

八王子つなぐ
プロジェクト

へりぽーと

お囃子プロジェクト

Team Circulat ion

しろやまふれんず

Team Fashion

Team Ethical

こすもす・ だれでも食堂

ボランティアスタッフ

学生企画

わくわくほうせい！

相原カフェ プロジェクト ふなで

ゆくのきプロジェクト ＞ゆうやけプロジェクト（名称変更）

※※ 現代福祉学部 伊藤正子ゼミ

※※ 社会学部 諸上茂光ゼミ

八王子駅南口
空き店舗活用
プロジェクト

※※ 現代福祉学部 水野雅男ゼミ

※※ 現代福祉学部 馬場憲一ゼミ

※※現代福祉学部
保井美樹・今井裕久ゼミ

※※ 経済学部 山﨑友紀ゼミ



  

�� 
 

 

～参考～����年度の����学生プロジェクト紹介資料�

�

�

（����年度作成）�

多摩キャンパス
めじろ台

　めじろ台という地域は緑に囲まれていな
がらも、生活利便性が高い地区である。
また、古くから愛されているお店が多く、
めじろ台特有のローカルな繋がりというの
もまた特色の一つであると考える。住んで
いる方の年齢層が高いこともあり、音楽や
読書、美術などのカルチャーに深い造詣を
持つ方が散見される。

　私が実際の町内会に参加した際、一人一
人が地域を変えていくためにどのような行
動ができるかというディスカッションを行
なっており、実際に変えていこうという姿
勢が強く見られるのが現在のめじろ台の状
態だと考える。

　法政大学多摩キャンパスの立地は学生側と
して学生が楽しめる要素が少ないと思われて
しまい、マイナスなイメージを持たれること
が多い。また、コロナ禍を過ごした学生にとっ
ては通う機会が圧倒的に少なく、より一層キャ
ンパスや周辺を知る機会が少なかったように
感じる。しかし記載したようにこの地域でし
か味わえないような魅力があることは間違い
ない。
　そこで私たちは、多摩キャンパスだからで
きるファッションが好きな学生が集える場所
やきっかけを作る。そこでは世代や所属に関
わらず、自分の好きと人の好きを自由に共有
できる空間にしていく。具体的には古着の交
換会やファッションショーなど洋服を扱うよ
うなイベントである。どのイベントもファッ
ションというものを軸に色々な人と楽しみな
がら進めていきたい。

世代や所属を超えて様々なカルチャーを
楽しむことができる場所を作っていきます！
キーワード
# 地域交流
# 古着
# ヴィンテージ　

活動地域

Team Fashion
by ホーセーイノベーションクラブ

八王子市

相模原市

町田市

西八王子
八王子

めじろ台

京王八王子

相原

高尾

相原町

至藤野

寺田町
館町

大戸

城山地区

めじろ台

多摩キャン
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多摩キャンパス
相原町

多摩キャンパスらしい食作り 地産地消のフードシステムを
作る主体としての大学生　多摩キャンパスの周辺は自然が豊かで、農

業も盛んです。ですが、現状では地域のお野
菜を使った地産地消の活動が大学で盛んに行
われている訳ではありません。さらに、地域
周辺の団地では高齢化が進み、大学生と高齢
者の連携がますます必要となってきています。

地域農業との連携、
大学生から繋ぐ
　田舎の多摩キャンパスに対するネガティブ
のイメージを素敵にしていくには、そこに通
う大学生が主体的に動いていく必要があると
考えています。私たちはその素敵にしていく
要素として「食」というキーワードをもとに
活動をしています。

　自然に囲まれた多摩キャンパスの周りでは
農業が盛んです。私たちは最寄りの駅近くに
ある JA町田市の直売所と連携しながら、地域
のお野菜を使って大学と地域を繋ぐ活動を行
なっています。
　さらに地産地消のお弁当を地域の高齢化が
進む団地に届け、高齢者の皆さんと交流の機
会を作ったりもしています。
　様々な活動を通して、多摩キャンパスでし
かできないフードシステムの改革を行ない、
地域と大学を食でつなぎながら、キャンパス
の素敵な個性を創造しています。

多摩キャンパスと地域を食で繋ぐ

キーワード
＃ 食と地域

活動地域

Team Ethical
by ホーセーイノベーションクラブ

八王子市

相模原市

町田市

西八王子
八王子

めじろ台

京王八王子

相原

高尾

相原町

至藤野

寺田町
館町

大戸

城山地区

めじろ台

多摩キャン
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多摩キャンパス
めじろ台

　めじろ台という地域は緑に囲まれていな
がらも、生活利便性が高い地区である。
また、古くから愛されているお店が多く、
めじろ台特有のローカルな繋がりというの
もまた特色の一つであると考える。住んで
いる方の年齢層が高いこともあり、音楽や
読書、美術などのカルチャーに深い造詣を
持つ方が散見される。

　私が実際の町内会に参加した際、一人一
人が地域を変えていくためにどのような行
動ができるかというディスカッションを行
なっており、実際に変えていこうという姿
勢が強く見られるのが現在のめじろ台の状
態だと考える。

　法政大学多摩キャンパスの立地は学生側と
して学生が楽しめる要素が少ないと思われて
しまい、マイナスなイメージを持たれること
が多い。また、コロナ禍を過ごした学生にとっ
ては通う機会が圧倒的に少なく、より一層キャ
ンパスや周辺を知る機会が少なかったように
感じる。しかし記載したようにこの地域でし
か味わえないような魅力があることは間違い
ない。
　そこで私たちは、多摩キャンパスだからで
きるファッションが好きな学生が集える場所
やきっかけを作る。そこでは世代や所属に関
わらず、自分の好きと人の好きを自由に共有
できる空間にしていく。具体的には古着の交
換会やファッションショーなど洋服を扱うよ
うなイベントである。どのイベントもファッ
ションというものを軸に色々な人と楽しみな
がら進めていきたい。

世代や所属を超えて様々なカルチャーを
楽しむことができる場所を作っていきます！
キーワード
# 地域交流
# 古着
# ヴィンテージ　

活動地域

Team Fashion
by ホーセーイノベーションクラブ

八王子市

相模原市

町田市

西八王子
八王子

めじろ台

京王八王子

相原

高尾

相原町

至藤野

寺田町
館町

大戸

城山地区

めじろ台

多摩キャン
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多摩キャンパス
相原町

活動地域

　我々法政大学山﨑ゼミの本プロジェクト
は、地域の子どもたちに科学の楽しさや魅
力を伝えることを目標にしています。
　幼少の頃から自然の草木や水、虫などに
触れることなどを通して自然環境の大切さ
を知ってもらうのことや、自然豊かな法政
大学多摩キャンパスの魅力を PR するとい
うことも目的としてあります。

　我々は、自然環境を通じた様々なイベン
トを実施しています。コロナウイルスの影
響で � 月にのみイベントが開催できていま
せんが、秋なら冬にかけてイベントは実施
していく予定です。
　下の写真では、� 月 �� 日に行われた福
生市環境フェスティバルに参加した時の写
真です。ここでは、我々学生が事前に実験
の準備をし、子どもたちの前で各グループ
に分かれて披露しました。子どもたちにわ
かりやすい、かつ伝わりやすい実験をおこ
なったため、楽しんでもらえました。

　�月から �月までの春学期は、コロナウイ
ルスの影響もあり、子どもたちを対象にした
イベントは一度しか開催することができませ
んでした。実際に近い距離で話したり一緒に
実験したりするため、仕方のないことだと思っ
ています。
　しかし、コロナウイルスが収束したらまた
イベントを実施したいと考えています。��月
には多摩キャンパスに近くの保育園の園児た
ちを招待し、多摩キャンパス内を一緒に散策
したり、実験室で実験教室を行い、最後に、
BBQ場を借り焼き芋を焼いて一緒に食べるイ
ベントを実施する予定です。
　子どもたちが楽しんでもらえるよう、実験
のクオリティーをさらに高めたり、散策する
ときにスタンプラリーを行ったり、子どもた
ちが今後使えるようなものを一緒に作りプレ
ゼントしたいと考えています。
　このように予定通りに行けば良いですが、
コロナウイルスの影響は思った以上に深刻で
す。もし、長引くようであれば、我々学生が
実験をおこなっている様子を録画しそれを保
育園に配布し、その実験で作ったものをプレ
ゼントしに行く必要があるかとおもいます。
また、仮にイベ
ントができると
なった場合でも、
キャンパス内で
の健康状態の管
理や実験を行う
ときに細かくグ
ループに分け密
集を防いだりと、
感染対策はしっ
かりと行ってい
きたいと考えて
います。

子どもに理科の楽しさを知ってもらう

キーワード
＃ 理科の実験
＃ 科学に対する
　 好奇心の喚起
＃ 子どもたちとの交流

わくわくほうせい！ ����
- 経済学部 山﨑ゼミ -

八王子市

相模原市

町田市

西八王子
八王子

めじろ台

京王八王子

相原

高尾

相原町

至藤野

寺田町
館町

大戸

城山地区

めじろ台

多摩キャン
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相原町

相原町

活動地域

相原地域の現状 活動内容
・ひとり親世帯、独居高齢者の世帯の多さ
・コロナ禍における地域のコミュニティの希薄化
・高齢化と認知機能の低下

独居高齢者、寂しい思いをしている子ども
たちと交流する場や人が相原地域には必要。

活動テーマ
　ひとり親の負担を軽減し、多世代交流を通
じて、認知症を予防、子どもたちは人間関係
の構築の仕方を学べるようにする。
　手話はハンデを補うものとして捉えるので
はなく新しい言語であるという認識を少しで
も持ってもらうことをテーマとする。

◯地域食堂「りびんぐ」
活動内容は、金曜日の午後に地域の人たちで
レクリエーションや料理提供を行う予定であ
る。��月と �� 月のイベント（料理提供がで
きなかった場合）は、最後にハロウィーンや
クリスマスにちなんだお菓子を持ち帰れるよ
うにする。協力してくれる方々と話し合い、
コロナウイルスの感染リスクが低いと判断し
た場合は、本来のリビングのように地域食堂
を行っていきたいと考えているが、その際も
感染症対策を徹底する。　
◯しゅわしゅわパーティー
幼稚園年中から小学校低学年までに絵本や
ゲームを通じて、楽しく手話教室を行う。
◯スマホ講座
コミュニケーションを大切にしながら、ス
マートフォンの使い方がわからない高齢者に
対してのサポートをする。
◯オンラインサロン
スマホ講座の内容がきちんと定着しているの
かを確認しつつ、オンライン上で交流をする。
地域交流の場をオンライン上にした理由は、
コロナウイルス感染症予防の観点からであ
る。さまざまなオンライン会議アプリがある
中で、Zoomを選択した理由は、スマホ講座
で取り扱っているアプリであるという理由と
説明する側の学生が Zoomを頻繁に使用して
いるため、相談に応じやすいからである。

人と人との関わりを支援し、社会とつなげる

キーワード
＃ 多世代交流
＃ 児童支援
＃ 高齢者支援
＃ 放課後支援
＃ 地域活性化

ゆうやけプロジェクト
-たまぼら -

八王子市

相模原市

町田市

西八王子
八王子

めじろ台

京王八王子

相原

高尾

相原町

至藤野

寺田町
館町

大戸

城山地区

めじろ台

多摩キャン
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多摩キャンパス
相原町

活動地域

　我々法政大学山﨑ゼミの本プロジェクト
は、地域の子どもたちに科学の楽しさや魅
力を伝えることを目標にしています。
　幼少の頃から自然の草木や水、虫などに
触れることなどを通して自然環境の大切さ
を知ってもらうのことや、自然豊かな法政
大学多摩キャンパスの魅力を PR するとい
うことも目的としてあります。

　我々は、自然環境を通じた様々なイベン
トを実施しています。コロナウイルスの影
響で � 月にのみイベントが開催できていま
せんが、秋なら冬にかけてイベントは実施
していく予定です。
　下の写真では、� 月 �� 日に行われた福
生市環境フェスティバルに参加した時の写
真です。ここでは、我々学生が事前に実験
の準備をし、子どもたちの前で各グループ
に分かれて披露しました。子どもたちにわ
かりやすい、かつ伝わりやすい実験をおこ
なったため、楽しんでもらえました。

　�月から �月までの春学期は、コロナウイ
ルスの影響もあり、子どもたちを対象にした
イベントは一度しか開催することができませ
んでした。実際に近い距離で話したり一緒に
実験したりするため、仕方のないことだと思っ
ています。
　しかし、コロナウイルスが収束したらまた
イベントを実施したいと考えています。��月
には多摩キャンパスに近くの保育園の園児た
ちを招待し、多摩キャンパス内を一緒に散策
したり、実験室で実験教室を行い、最後に、
BBQ場を借り焼き芋を焼いて一緒に食べるイ
ベントを実施する予定です。
　子どもたちが楽しんでもらえるよう、実験
のクオリティーをさらに高めたり、散策する
ときにスタンプラリーを行ったり、子どもた
ちが今後使えるようなものを一緒に作りプレ
ゼントしたいと考えています。
　このように予定通りに行けば良いですが、
コロナウイルスの影響は思った以上に深刻で
す。もし、長引くようであれば、我々学生が
実験をおこなっている様子を録画しそれを保
育園に配布し、その実験で作ったものをプレ
ゼントしに行く必要があるかとおもいます。
また、仮にイベ
ントができると
なった場合でも、
キャンパス内で
の健康状態の管
理や実験を行う
ときに細かくグ
ループに分け密
集を防いだりと、
感染対策はしっ
かりと行ってい
きたいと考えて
います。

子どもに理科の楽しさを知ってもらう

キーワード
＃ 理科の実験
＃ 科学に対する
　 好奇心の喚起
＃ 子どもたちとの交流

わくわくほうせい！ ����
- 経済学部 山﨑ゼミ -

八王子市

相模原市

町田市

西八王子
八王子

めじろ台

京王八王子

相原

高尾

相原町

至藤野

寺田町
館町

大戸

城山地区

めじろ台

多摩キャン
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寺田町

活動地域

機能性に優れた大型団地、
グリーンヒル寺田！

やるときはやり、
楽しむときは楽しむ、
それが私たち「＠団地」！東京都八王子市寺田町にある、ここ「グリー

ンヒル寺田」は緑に囲まれ、とても落ち着
いた雰囲気のある団地です。景観もとても
よく、団地内にはスーパーやカフェ、ベー
カリーなど様々な店舗が併設されています。

住民さん同士の「つながり」
をテーマに
　グリーンヒル寺田は大きい分多くの住民
の方々が暮らしています。しかし、高齢化
の進行や、世代間でのかかわりが少ないこ
とも！そこで私たちは活動を通して住民の
方が世代の垣根を超えて楽しく集まれる場
所や機会を作ってゆくことをテーマとして
います。

　私たちは「寺田団地活性化プロジェクト」
の名前の通り、「グリーンヒル寺田」を活性化
するのにお力添えをすることをコンセプトに
しています！では、活性化とはどのような状
態になることでしょう？
　私たちの考える活性化には二つの目標があ
ります。それは「幅広い年齢層が地域に出入
りしていること」、「住民が主体的に活動でき
る場があること」です。＠団地は寺田団地の活
性化を目的に様々な活動を行ってきました。
　まずは「おひさま広場」というコミュニティ
スペースを住民らと共に整備したことです。
シャッター街化した商店街の一角をリノベー
ションし、今では住民の有志による「CAFÉ お
ひさま」の営業やワークショップが行われる
など、住民憩いの場となっています。
　次に子供に焦点を置いた「お楽しみDAY」
の開催と高齢者をターゲットとした「スマホ
講座など様々な企画の実施です。「お楽しみ
DAY」では子供と一緒にボードゲームをやった
り、外遊びをしたりしています。対して「ス
マホ講座」では高齢者の方のスマホに関する
お悩みを学生と一緒に解決することで念頭に
置いています。そして全世帯を対象にした大
型イベントも行ってきました !!
団地全体をアットホームな空間にしようと諸
活動をしているのが我々「＠団地」です！

　「寺田団地での生活が楽しい！」を作りたい！

キーワード
＃ 地域の活性化
＃ 多世代交流
＃ CAFE おひさま
＃ お楽しみ DAY
＃ スマホ講座

寺田団地活性化プロジェクト
-＠団地 -

八王子市

相模原市

町田市

西八王子
八王子

めじろ台

京王八王子

相原

高尾

相原町

至藤野

寺田町
館町

大戸

城山地区

めじろ台

多摩キャン
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館町

活動地域

多くの高齢者の生活の場、
館ヶ丘団地

住民×学生の交流の架け橋

　私達は法政大学多摩キャンパスから
�km 程のところにある館ヶ丘団地にて活
動を行っています。館ヶ丘団地には約
���� 人の居住者がおり、最盛期には１万
人程住んでいました。近年は住民の約 � 割
が６５歳以上で、高齢化が進行しています。

魅力は
自然の豊かさ・人の温かさ
　広大な敷地、緑の豊かさ、住民の方の温
かさ、団地内で開催される多種多様なイベ
ントなど、館ヶ丘団地ならではの魅力が多
くあります。しかし高齢化の進行や空き家
の増加、団地内商店街の衰退、孤独死など
は大きな問題となっています。

　コロナ禍の影響によって前年度は団地内で
の活動数が大幅に減少し、住民の方々との交
流が疎遠になってしまいました。そのため、
“住民×学生” のつながりの再構築を図るべ
く、今年度は既に団地での活動がスタートし、
様々なイベントも企画しています。
　このプロジェクトの活動は「個人活動」と
「全体活動」の大きく �つに分かれており、
前者はメンバーそれぞれが好きな曜日・時間
に団地へ行ってお手伝いをする活動、後者は
プロジェクトメンバー全員で進めていく活動
です。
　まず「個人活動」では、例えば団地内商店
街にある “キッチンさくら” というお惣菜・
お弁当屋さんで厨房や店頭、配達のお手伝い
をしています。また、電動自転車型の乗り物
に足腰の不自由な住民の方を乗せて目的地ま
でお送りする、団地名物 “自転車タクシー”
の運転のお手伝いや、団地内にある保育園の
子どもたちが沢山来てくれる月一回開催の
“子ども食堂” のお手伝いなどにも参加して
います。
　次に「全体活動」は、主に季節ごとのイベ
ントで、今年度は夏祭り、ハロウィンパー
ティー、クリスマスパーティーを計画してい
ます。子どもから高齢の方まで年代問わず楽
しめるような内容にし、多世代交流の場とす
ることが目標です。
　この活動に興味を持ち参加してくれる新入
生をお待ちしています！

団地のにぎわい活性化プロジェクト

キーワード
＃ 自然豊かな団地
＃ 高齢者お助け
＃ 子ども触れ合い
＃ 季節イベント企画

館ヶ丘プロジェクト
-たまぼら -

八王子市

相模原市

町田市

西八王子
八王子

めじろ台

京王八王子

相原

高尾

相原町

至藤野

寺田町
館町

大戸

城山地区

めじろ台

多摩キャン
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寺田町

活動地域

機能性に優れた大型団地、
グリーンヒル寺田！

やるときはやり、
楽しむときは楽しむ、
それが私たち「＠団地」！東京都八王子市寺田町にある、ここ「グリー

ンヒル寺田」は緑に囲まれ、とても落ち着
いた雰囲気のある団地です。景観もとても
よく、団地内にはスーパーやカフェ、ベー
カリーなど様々な店舗が併設されています。

住民さん同士の「つながり」
をテーマに
　グリーンヒル寺田は大きい分多くの住民
の方々が暮らしています。しかし、高齢化
の進行や、世代間でのかかわりが少ないこ
とも！そこで私たちは活動を通して住民の
方が世代の垣根を超えて楽しく集まれる場
所や機会を作ってゆくことをテーマとして
います。

　私たちは「寺田団地活性化プロジェクト」
の名前の通り、「グリーンヒル寺田」を活性化
するのにお力添えをすることをコンセプトに
しています！では、活性化とはどのような状
態になることでしょう？
　私たちの考える活性化には二つの目標があ
ります。それは「幅広い年齢層が地域に出入
りしていること」、「住民が主体的に活動でき
る場があること」です。＠団地は寺田団地の活
性化を目的に様々な活動を行ってきました。
　まずは「おひさま広場」というコミュニティ
スペースを住民らと共に整備したことです。
シャッター街化した商店街の一角をリノベー
ションし、今では住民の有志による「CAFÉ お
ひさま」の営業やワークショップが行われる
など、住民憩いの場となっています。
　次に子供に焦点を置いた「お楽しみDAY」
の開催と高齢者をターゲットとした「スマホ
講座など様々な企画の実施です。「お楽しみ
DAY」では子供と一緒にボードゲームをやった
り、外遊びをしたりしています。対して「ス
マホ講座」では高齢者の方のスマホに関する
お悩みを学生と一緒に解決することで念頭に
置いています。そして全世帯を対象にした大
型イベントも行ってきました !!
団地全体をアットホームな空間にしようと諸
活動をしているのが我々「＠団地」です！

　「寺田団地での生活が楽しい！」を作りたい！

キーワード
＃ 地域の活性化
＃ 多世代交流
＃ CAFE おひさま
＃ お楽しみ DAY
＃ スマホ講座

寺田団地活性化プロジェクト
-＠団地 -

八王子市

相模原市

町田市

西八王子
八王子

めじろ台

京王八王子

相原

高尾

相原町

至藤野

寺田町
館町

大戸

城山地区

めじろ台

多摩キャン
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城山（城北・小松）

少子高齢化の進む里山地域 城山地区ならでは、
城山地区だからできる企画を！　市内でも貴重な里地里山の景観が残り、

様々な生き物が存在している美しい地域であ
る。さらに昔からの町内会の仕組みや伝統的
な季節の行事などが多く残っており、機能し
ている。しかし近年では子供会がなくなるほ
ど少子高齢化が進んでいる。

“人” に会いに行く地域活動
　私たちが着目する魅力は “人” である。城
山地区には地域を愛し、城山のために活動す
る人がたくさんいる。私たちは、このような
魅力的な人々に会いに行き、またそれを通じ
て住民同士が繋がる機会も生むことをテーマ
とした地域活動をしている。

　私たちは２つの軸を持って活動している。
　１つ目の軸は「伝統行事の付随イベント」
である。行事に付随した企画を学生が行う
ことで、これはコロナ禍で行事が中止となっ
ても、住民同士が顔を合わせる機会や、行
事そのものの意味を失わせないということ
を目指している。例えば、「梅のもぎ取り」
という地域行事に対して、「梅の活用ワーク
ショップ」という企画をつくり、学生が地
域の方と一緒に地域の梅園に収穫に行き、
調理をした。地域行事も実施できたが、付
随ワークショップを行うことで、特産品で
ある梅を、地域の方がどのように調理して
いるのかを知ることが出来た。
　２つ目の軸は「主催イベント」である。
例えば「サンタ deコンサート」が挙げられ
る。これは家の庭先で地域の小学生と法政
大学の吹奏楽サークルがクリスマスソング
を演奏する企画である。小学生・大学生・
住民が集まることでの多世代交流や、地域
で音楽が演奏されることによって活気が出
ることを目指している。
　これら２つの軸はどちらも、地域の方の
協力があってこそ成り立つものであり、“人”
という魅力を大きく感じることができる城
山地区ならではの企画と言える。

里山地域 “城山” を楽しみ尽くす
キーワード
＃ 伝統行事
＃ 多世代交流
＃ 交流の場づくり

つながりプロジェクト

活動地域

八王子市

相模原市

町田市

西八王子
八王子

めじろ台

京王八王子

相原

高尾

相原町

至藤野

寺田町
館町

大戸

城山地区

めじろ台

多摩キャン
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城山（小松）

城山・小松地域 農業を経験する
　このあたりは、周りに農家さんの多い地域
です。皆さん私たちの畑を気にかけてくだ
さっていて、作業中に野菜をおすそ分けして
いただくこともあったりします！近くには川
が流れていて、蛍が飛んでいる場所もあると
伺いました。

農業を通じて地域と関わる
　私たちは、農作業に興味を持って集まっ
たメンバーがほとんどです。実際に作業を
してみて、その地道さに疲弊してしまうこ
とももちろんありました。その大変さをみ
んなで味わい、野菜を収穫することで結束
が生まれて活動できていると思います。

　活動は有機農法による野菜の栽培と、栽
培の過程や収穫した野菜の提供によって地
域の方と交流することです。有機農法とは
化学肥料を用いない方法で作物を育てるこ
とで、肥料には米ぬかや貝殻の石灰、豚糞、
馬糞などを使用します。
　現在は夏に向けた作物を育てていて、普
段の活動は平日だと個人で畑に行って雑草
取りと水やりをおこない、休日には全体で
集まって育ち具合を確認しつつ平日に残っ
てしまった分の作業をしています。
　私たちはこうして農業に取り組んでいま
すが、農業の経験があるから集まったわけ
ではありません。実家での家庭菜園や小中
学校での畑くらいの経験値しかない人がほ
とんどです。道具は何を使うのか、いつ植
えるのが適切か、いつ収穫すれば良いのか
など分からないことだらけでした。今でも
分からないことはたくさんあります。みん
なで調べたり地域の農家さんにお伺いした
り、時には作業をともにしたりして活動し
てきました。
　多摩キャンパスとその周辺にはたくさん
の土地があり、都市部では見ることのない
農業の光景が広がっています。自然に囲ま
れたこのキャンパスで過ごす �年間、ぜひ
一緒に野菜を育ててみませんか？

農業、やってみませんか？
キーワード
＃ 小松地域
＃ 地域交流　
＃ 有機農業　
＃ 野菜

農業を通じた地域交流
-Community Field-

活動地域

八王子市

相模原市

町田市

西八王子
八王子

めじろ台

京王八王子

相原

高尾

相原町

至藤野

寺田町
館町

大戸

城山地区

めじろ台

多摩キャン
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城山（城北・小松）

少子高齢化の進む里山地域 城山地区ならでは、
城山地区だからできる企画を！　市内でも貴重な里地里山の景観が残り、

様々な生き物が存在している美しい地域であ
る。さらに昔からの町内会の仕組みや伝統的
な季節の行事などが多く残っており、機能し
ている。しかし近年では子供会がなくなるほ
ど少子高齢化が進んでいる。

“人” に会いに行く地域活動
　私たちが着目する魅力は “人” である。城
山地区には地域を愛し、城山のために活動す
る人がたくさんいる。私たちは、このような
魅力的な人々に会いに行き、またそれを通じ
て住民同士が繋がる機会も生むことをテーマ
とした地域活動をしている。

　私たちは２つの軸を持って活動している。
　１つ目の軸は「伝統行事の付随イベント」
である。行事に付随した企画を学生が行う
ことで、これはコロナ禍で行事が中止となっ
ても、住民同士が顔を合わせる機会や、行
事そのものの意味を失わせないということ
を目指している。例えば、「梅のもぎ取り」
という地域行事に対して、「梅の活用ワーク
ショップ」という企画をつくり、学生が地
域の方と一緒に地域の梅園に収穫に行き、
調理をした。地域行事も実施できたが、付
随ワークショップを行うことで、特産品で
ある梅を、地域の方がどのように調理して
いるのかを知ることが出来た。
　２つ目の軸は「主催イベント」である。
例えば「サンタ deコンサート」が挙げられ
る。これは家の庭先で地域の小学生と法政
大学の吹奏楽サークルがクリスマスソング
を演奏する企画である。小学生・大学生・
住民が集まることでの多世代交流や、地域
で音楽が演奏されることによって活気が出
ることを目指している。
　これら２つの軸はどちらも、地域の方の
協力があってこそ成り立つものであり、“人”
という魅力を大きく感じることができる城
山地区ならではの企画と言える。

里山地域 “城山” を楽しみ尽くす
キーワード
＃ 伝統行事
＃ 多世代交流
＃ 交流の場づくり

つながりプロジェクト

活動地域

八王子市

相模原市

町田市

西八王子
八王子

めじろ台

京王八王子

相原

高尾

相原町

至藤野

寺田町
館町

大戸

城山地区

めじろ台

多摩キャン
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城山（城北）

相原町

活動地域

豊かな自然、減りゆく活気 城山でしか出来ない
素敵な体験を　城山はなんと言っても豊かな自然が魅力

的である。だが、少子高齢化により人口が
減り空き家が増えている。せっかく自然が
豊かな土地にも関わらず外で遊ぶ子供たち
も減り、そうなると地域の活気もなくなっ
てしまう。

「馬」に触れ合う、
「人」に触れ合う

　普段なかなか触れる機会のない馬。馬た
ちと触れ合うことで生まれる活気 自然と
広がっていく人の輪。「豊かな自然」の中、

「馬」、「人」に触れ合い、魅力の詰まった
ここ城山をみんなで盛り上げていきたい。

　馬に触れてみた経験はありますか？人々が
馬に触れることで精神を落ち着けたり、成長
させたりする効果があります。しかし、触れ
合いは一方的な関係に留まりません。馬たち
もまた人と触れ合うことで精神的に成長する
のです。これをウェルビーイングと言います。
ウェルビーイングによってこの自然溢れる城
山の土地を馬と人の触れ合いによって盛り上
げていく、というのが我々馬と共に作る地域
社会プロジェクトの活動目的となっていま
す。
　法政大学馬術部の活動場所である城山校地
内の馬場にあいはら幼稚園の園児に来て頂き
触れ合う、またあいはら幼稚園にお邪魔して
触れ合ったり、時にはイベントに参加して触
れ合うなんてこともあります。去年はコロナ
により触れ合いが活動の主体となる我々は制
限が多くなり、満足に城山を盛り上げていく
ことが出来ませんでした。今年もまた難しい
状況となっていますが、何とか工夫をして �
人でも、� 頭でも多くの人馬のいい経験とな
るよう頑張っていきます。
　私たちとポニーのモカちゃん、多数の馬と
一緒に城山を大いに盛り上げていきましょう。

城山で馬と生きる
キーワード
＃ 触れ合い
＃ 体験型
＃ 自然
＃ 馬

馬と共に作る地域社会
- 体育会 馬術部 -

八王子市

相模原市

町田市

西八王子
八王子

めじろ台
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高尾
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大戸
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めじろ台

多摩キャン
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城山（城北）
活動地域

継承の危うい
貴重なお祭り文化

人から地域、
地域からお囃子へ

　多摩キャンパスの近くに位置する城山地
域には１００年以上続く川尻八幡宮例大祭
という伝統行事があります。そこで演奏を
行う１０の囃子連のいくつかは少子高齢
化・過疎化、そして昨今の新型コロナウイ
ルスによりが進み、例大祭への参加が厳し
い状況におかれています。

伝統を受け継ぐ人々との交流
　おはやしプロジェクトは、お囃子に関し
ては城山町史という史書にも城山地区の囃
子連がまだ少なかった当時の記録しか残っ
ておらず、各お囃子という伝統文化があっ
さりと消えてしまうリスクがあるため、春
日囃子の継承、「春日囃子連」と連携して
春日囃子の文化保存を目的とした活動を
行っています。

　私たちは地域の祭り文化であるお囃子を、
学生が地域の方々と協力して保存、継承して
いくという目的のもとに活動しています。と
にかく地域に実際に出向く、というのがこの
プロジェクトの主軸となっています。実際に
地域のイベントに積極的に参加し、その中で
祭り文化や地域そのものに対する理解をお囃
子の練習や住民の方々との関わりの中で学ん
でいきます。具体的には城山にある囃子連と
呼ばれる組織の方々よりお囃子をご教授いた
だき、その後山車にのって演奏をする経験を
積み、半年に渡る練習期間を通して技術を磨
いていいきます。そのなかで、同じく城山地
区で活動している「つながりプロジェクト」
とも積極的に交流し、例大祭という地域最大
のお祭り、そしてそれ以外のお祭りに向けて
情報交換など、協力して地域発展に取り組ん
でいく予定です。このように活動の輪を広げ
ていくことで、地域の方々とのつながりをよ
り強固なものにし、地域をより深く理解して
お囃子を存続させていけるよう活動していき
ます。

伝統文化「おはやし」の継承を
キーワード
＃ 祭礼
＃ 囃子
＃ 伝統文化
＃ アーカイブ

お囃子プロジェクト
-多摩お囃子の会 -
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城山（城北）

相原町

活動地域

豊かな自然、減りゆく活気 城山でしか出来ない
素敵な体験を　城山はなんと言っても豊かな自然が魅力

的である。だが、少子高齢化により人口が
減り空き家が増えている。せっかく自然が
豊かな土地にも関わらず外で遊ぶ子供たち
も減り、そうなると地域の活気もなくなっ
てしまう。

「馬」に触れ合う、
「人」に触れ合う

　普段なかなか触れる機会のない馬。馬た
ちと触れ合うことで生まれる活気 自然と
広がっていく人の輪。「豊かな自然」の中、

「馬」、「人」に触れ合い、魅力の詰まった
ここ城山をみんなで盛り上げていきたい。

　馬に触れてみた経験はありますか？人々が
馬に触れることで精神を落ち着けたり、成長
させたりする効果があります。しかし、触れ
合いは一方的な関係に留まりません。馬たち
もまた人と触れ合うことで精神的に成長する
のです。これをウェルビーイングと言います。
ウェルビーイングによってこの自然溢れる城
山の土地を馬と人の触れ合いによって盛り上
げていく、というのが我々馬と共に作る地域
社会プロジェクトの活動目的となっていま
す。
　法政大学馬術部の活動場所である城山校地
内の馬場にあいはら幼稚園の園児に来て頂き
触れ合う、またあいはら幼稚園にお邪魔して
触れ合ったり、時にはイベントに参加して触
れ合うなんてこともあります。去年はコロナ
により触れ合いが活動の主体となる我々は制
限が多くなり、満足に城山を盛り上げていく
ことが出来ませんでした。今年もまた難しい
状況となっていますが、何とか工夫をして �
人でも、� 頭でも多くの人馬のいい経験とな
るよう頑張っていきます。
　私たちとポニーのモカちゃん、多数の馬と
一緒に城山を大いに盛り上げていきましょう。

城山で馬と生きる
キーワード
＃ 触れ合い
＃ 体験型
＃ 自然
＃ 馬

馬と共に作る地域社会
- 体育会 馬術部 -
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藤野（佐野川）
相原町（大戸）

活動地域

佐野川の地域活性化を目標に！

私たちの活動を
ちょっと紹介します

　主な活動場所は、神奈川県相模原市緑区
佐野川地域です。私たちは、お茶を通した「景
観保全」「魅力発信」「地域交流」「お茶作り
を楽しむ」の � つの柱を中心に地域活性化
のお手伝いを行っています。

カギを握るのは「景観保全」
　佐野川地域は、���� 年に朝日新聞で「に
ほんの里 ��� 選」に選出されるほど風光明
媚な地域です。しかし、少子高齢化の影響
により、お茶畑の手入れが難しいご家庭が
増えている事が課題です。

　私たちの活動を「景観保全」「魅力発信」
「地域交流」「お茶作りを楽しむ」の柱ごと
に紹介します。
　� つ目の「景観保全」は、お茶畑のお手
入れが難しいご家庭の整備を行っていま

お茶を通した地域パワー発信！
キーワード
＃ 景観保全
＃ 魅力発信
＃ 地域交流
＃ 上野原

佐野川プロジェクト
-たまぼら -

藤野地区

相模原市

八王子市

町田市

多摩市

諏訪
藤野

至高尾
佐野川

牧野

す。歴代の先輩方の活動を私たちが引き継
いで、美しいお茶畑を保ち続けています。
　� つ目の「魅力発信」では、お茶畑をお
借りして、地域の方のご指導のもと学生が
お茶を育てる所から販売するまで携わりま
す。茶葉の収穫など、このプロジェクトな
らではの経験をすることができます。昨年
度は、製作したお茶 �� 袋を完売しました。
　� つ目の「地域交流」は、地域のイベン
トのお手伝いをしています。新型コロナウ
イルスの影響で、まだ再開できないイベン
トもありますが、以前はホタル祭りやひま
わりを育てる活動に参加しました。今年度
は、他のプロジェクトのイベントにも参加
する予定です。
　� つ目の「お茶作りを楽しむ」では、お
茶のおいしい飲み方を探したり、飲み比べ
て佐野川茶の魅力を見つけたりしています。
また、工場見学や生の茶葉から鉄板で私た
ちがよく見る茶葉までの加工を体験するこ
とによって、お茶についてより深く学んで
います。
最後に！このパネルを読んで、ちょっとで
も興味を持っていただけたら嬉しいです。
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